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                  〇            

              午後  零時５９分開会  

〇委員長  ただいまから教育民生委員会を開会いたします。  

                              

〇委員長  それでは、お手元に配付しました審査区分表に従い、審査を進めてまい

りたいと思います。  

 なお、質疑の方法は一問一答方式を基本とし、採決は各区分ごとの質疑が終了し

た後、議案を１件ずつ行います。  

 委員長から執行部にお願いを申し上げます。執行部は、答弁に当たり挙手をする

とともに、委員長と発言し、委員長より発言の許可を得た後、必ず所属と名前を述

べ、簡単な答弁に努めるようお願いいたします。また、答弁漏れのないよう御注意

をお願いします。  

 なお、執行部には反問権を付与しておりますので、反対質問があるときは反問し

ますと申し出てください。質問の流れと関係のない反問は認められませんので、御

了承ください。また、反問が終了した際はその旨の発言をしてください。  

 重ねて委員長よりお願い申し上げます。携帯電話をお持ちの方は、必ず電源を切

るかマナーモードに設定してください。今定例会から、議案等の資料を閲覧するた

め、委員会室に議長から付与されましたタブレット端末を持ち込み、使用すること

が認められています。使用の際には、操作音等を発しないよう御注意をお願いいた

します。持込みが認められたタブレット端末以外の電子機器の持込みは禁止されて

いますので、御注意ください。  

 最後に、今回の委員会は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から第２、第

３委員会室で開催することとし、また執行部の入室についても所属長以上とするよ

う協力をいただいております。  

 さらに、各部署におきましては新型コロナウイルスへの対応に尽力いただいてい

るところでございます。全国的に、また本市においても感染が深刻化しており、こ

の委員会において感染が拡大するようなことが決してないよう、質疑、答弁につき

ましてはできるだけ簡潔に行っていただきますようお願いいたします。  

 なお、本日は前の窓と委員会室の後ろのドアを常に開放しておくようにいたしま

す。また、定期的に休憩を入れ、換気を行いますので、よろしくお願いをいたしま

す。  

                              

〇委員長  それでは、議案審査に入ります。  

 まず、議案第１区分、議案第 31号、令和３年度柏市一般会計予算、当委員会所管

分について、議案第 34号、令和３年度柏市介護老人保健施設事業特別会計予算につ

いて、議案第 35号、令和３年度柏市介護保険事業特別会計予算について、議案第 37号、

令和３年度柏市学校給食センター事業特別会計予算について、議案第 38号、令和３

年度柏市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算について、議案第 40号、令和
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３年度柏市病院事業会計予算についての６議案を一括して議題といたします。  

 本６議案について質疑があれば、これを許します。  

〇武藤  議案第 31号の令和３年度柏市一般会計予算について、予算の概要の 30ペー

ジ、柏市保育のあり方検討について伺います。 622万 8,000円の予算ですが、そのう

ち委託料が 590万円とお聞きしました。柏市保育のあり方検討支援業務委託として、

懇談会の運営支援、素案作成等になっているのですが、どういうところに委託する

のでしょうか。  

〇保育運営課長  委託業務の内容としましては、保育需要の推計や保育園整備方法

の検討といった専門性の高い業務を行います。そのほかに懇談会実施等の支援業務

を実施しまして、委託の期間は令和３年６月頃から令和５年３月末までを予定して

おります。入札参加要件については、今現在検討中でございます。以上です。  

〇武藤  委員の構成はどうでしょうか。  

〇保育運営課長  委員の構成ですが、学識経験者、それと民間事業者、認可保育園

協議会、こども園協議会からそれぞれ１人ずつ、それと市民からの公募委員、それ

とあと公立保育園の園長とこども部長といった構成となっております。以上です。  

〇武藤  保護者、職員の声はどのように反映していくのでしょうか。  

〇保育運営課長  公募委員さんのほうからもお伺いするというところと、それと今

現在保育園に通われているお子さんの保護者に対してアンケート調査を実施する予

定でおります。その内容につきましては、その懇談会の中で検討していきたいとい

うふうに考えております。  

〇武藤  待機児は今後も増えるのではないかと思うのですが、保育のニーズはどの

ように考えていらっしゃいますか。  

〇保育運営課長  ニーズにつきましても、その委託先の業者とも相談しながら考え

ていきたいとは思っているのですが、今現在のところ国のほうも女性の就労を８割

目指すということで女性の就労が増えてきているというところもございますので、

柏市においても園児の保育需要については伸びてきているというところもございま

すので、その辺も今後検証していきたいというふうに考えております。以上です。  

〇武藤  流山市では、大体 10年間ぐらいは待機児が増えていくのではないかという

ような見通しを持っておられるようですけれども、柏市はその辺の見通しはどうで

すか。  

〇次長兼保育整備課長  今後の保育需要につきましては、人口自体につきましては

もうそろそろ頭打ちかなというような推計が出ているところですけれども、今保育

運営課長のほうからありましたお母さんとかの就労、共働きが増えていくというよ

うなところで、どれくらいその保育の割合を見ていくかというところが非常に今難

しい状況にあります。そういったところを踏まえて、来年度まとめていく保育の在

り方の中でもどのようなことで推計をやっていくというようなところを検討してい

きたいと思います。以上です。  

〇武藤  今後も待機児解消として保育園を増やさなければならないときに公立保育
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園をどうするのかということを検討していく必要が今あるのかなと。老朽化の問題

であれば、どのように改修していくのかという、そのほうが先に検討する必要があ

るのではないかと思うのですが、どうですか。  

〇保育運営課長  公立の保育園が今現在 22園ございまして、建築後 40年以上経過し

ているという園が全体の 64％、 14園になっております。その辺も建て替え等、統廃

合等も検討していかなければいけないことにもなると思いますので、その辺も在り

方の検討の中で考えていきたいと思っております。以上です。  

〇武藤  統廃合とか大規模な再整備、民間活力の導入が必要であるというようなこ

とを議会でも答弁されましたけれども、これはあくまでも公立保育園の民営化あり

きではないということでよろしいですか。  

〇保育運営課長  公立園につきましては、市の財政負担というのが大きいというと

ころもございますので、統廃合等も考えていかなければいけないなというふうには

考えておりますが、来年度その懇談会の中でそういったところも含めて、公立の役

割であったり、民間の保育園の役割であったり、その辺も併せて検討していきたい

と思っております。以上です。  

〇武藤  検討会の中で今後どうするかということの中では、公立保育園をそのまま

継続してもいいのではないかというようなことがあれば、そういうふうにしていく

よと、そういうことでしょうか。  

〇保育運営課長  公立保育園につきましても、今現状で見ますと、障害をお持ちの

お子さんとか、支援が必要なお子さんの受入れを積極的に行っておりまして、そう

いったノウハウもございますので、その辺も含めた形で今後公立の在り方というも

のも考えていきたいというふうに考えております。以上です。  

〇武藤  あくまでも公立保育園の民営化ありきというのではなくて、しっかりと保

護者の意見や教職員の意見などを聞いて、本当に子供たちにとっていい保育ができ

るのかどうかということをしっかり議論していただきたいと思います。  

 予算概要の 31ページ、私立保育所等の整備についてです。認可保育園、認定こど

も園を７園整備するということですけれども、待機児は前年度と比べて減っていま

すか。今何人でしょうか。  

〇次長兼保育整備課長  新園整備につきましては、今回７園ということで予算措置

をさせていただいております。ただ、このうち２園につきましては既存こども園の

改修ということになりますので、新設について単純には５園かなというふうに思っ

ております。ただ、これも実際のところ公募案件になりますので、民間事業者がど

の程度手を挙げていただくかというところにかかってきているという状況でござい

ます。待機児童は、運営課さんのほうから。  

〇保育運営課長  待機児童の関係ですけれども、今現在令和３年度４月入園の申込

みが３回目の利用調整ということを行っておりまして、現状は 290名の方が保留児と

いうことでいらっしゃいます。昨年の同じ時期の三次の利用調整においては、253人

の保留児ということになっております。以上です。  
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〇武藤  昨年も４月には待機児ゼロということで報告されましたけれども、新年度

についてもそのように報告されるのでしょうか。  

〇保育運営課長  今現在 259名ということで保留児を申し上げましたけれども、その

方たちの入れなかった保護者、そちらのほうに今担当職員のほうが御連絡をしまし

て、今現状空いている保育園等の紹介をしておりまして、そこのマッチングといい

ますか、そういったことをきめ細かくやっておりますので、待機児童がゼロになる

よう頑張っていきたいというふうに考えております。以上です。  

〇武藤  待機児ゼロに向けて頑張るというお話があったのですけれども、結局遠く

の保育園まで通わなければいけなかったり、兄弟が別々の保育園になったり、仕事

を諦めてしまったりという、そういう状況があると思うのですが、そのような状況

を把握しているのでしょうか。  

〇保育運営課長  今 現在三次の利用 調整 ということで申し上 げておりますけれど

も、保護者の方からアンケートをいただいておりまして、現状入れなかった状態で

すけれども、ほかの保育園をどこか紹介を希望されますかというようなこともきめ

細かく保護者のニーズを酌み取るような形を取っております。以上です。  

〇武藤  国基準だけで待機児ゼロにするのではなく、実際に入りたい保育園に入れ

るような待機児解消を進めていただきたいと思います。  

 次に、独り親家庭や生活困窮者の子供の生活、学習支援です。 6,744万 6,000円と

いうことなのですけれども、以前は学習塾のトライに委託をしていましたが、今は

どこでどのように行っているのでしょうか。  

〇こども福祉課長  現在こども福祉課と生活支援課のほうで、両方で事業を行って

いるところなのですけれども、こども福祉課でいいますと、現在はＮＰＯ法人のほ

うに委託をしている委託型と、あと市直営で会計年度任用職員を採用して行ってい

る直営型ということで行っております。主に小学４年生から小学６年生までを令和

２年度は対象に行っていたところでございます。以上です。  

〇武藤  なぜそのトライから今のように変えたのでしょうか。  

〇こども福祉課長  トライさんの形態といいますのは、学習塾ということで、通塾

型とこちらで申し上げているのですけれども、塾で勉強するというところがメイン

のところがありまして、ただ我々こども福祉課としましては、本来手を差し伸べる

というか、支援をする対象が、そもそも家庭等で学習習慣であるとか、自己肯定感

であるとか、そういった本来であれば家庭で育まれるべき、そういった素養のとこ

ろがまだ至らないような、そういった御家族、またそのお子様を支援したいという

ところで、通塾型から地域支援型という形での変更にしたところでございます。以

上です。  

〇武藤  場所はどこで行っていますか。  

〇こども福祉課長  主に近隣センターと、あと市役所の本庁舎で行っております。

以上です。  

〇武藤  本庁舎というのは、どちらでやっていらっしゃるのですか。  
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〇こども福祉課長  週１回なのですけれども、本庁舎の会議室です。別館の会議室

を借りて行っております。以上です。  

〇武藤  今、近隣センター、本庁舎などを利用してということだったのですけれど

も、ぜひ近隣センター、全市的にありますので、全ての近隣センターで行うように

してはどうでしょうか。  

〇こども福祉課長  委員おっしゃるとおり、地域でそういった子供たちの居場所を

つくるという視点からすれば、全部の近隣センターまで広げたいというのは本当に

理想的な形で、こちらもそうしたいと思っているところではございますが、取りあ

えず令和３年度におきましてはひとまず 11か所という形で、体制が整いますので、

一旦そこで効果の検証といいますか、実態をもう一度見直してみて、それでもまだ

拡大する可能性があるのであれば、その時点でもう一度考えてみたいと思っており

ます。以上です。  

〇武藤  引き続き子供たちに寄り添うような支援を行ってほしいと思います。  

 続いて、 35ページ、地域密着型特別養護老人ホーム、認知症対応型グループホー

ム等の整備に７億 8,322万 9,000円ということですが、特養ホームの待機者は何人で

しょうか。  

〇高齢者支援課長  現在 700人台前半の数字でございます。以上です。  

〇武藤  介護度３以上でなければ原則特養に入れないということになって、基準が

厳しくなったと思うのですけれども、それを考えてもちょっと 700人というのは多い

のではないでしょうか。  

〇高齢者支援課長  特別養護老人ホームにつきましては、第６期、７期と新設の整

備が進んでいなかったこともございまして、待機者が増えているものと考えており

ます。以上です。  

〇武藤  今回積算根拠もいただいたのですが、計画どおりに整備ができるのでしょ

うか。  

〇高齢者支援課長  特別養護老人ホームにつきましては、７期中に整備をする予定

であったベッド数のうち 100床については既に業者を選定して、今開設に向けて進め

ているところでございます。あとは、８期中について今回予算を計上させていただ

いておりますが、こちらについてはまず公募をするところからでございますので、

適切な時期に公募をして順次進めてまいりたいと考えております。以上です。  

〇武藤  ぜひ待機者をなくすように整備を進めていただきたいと思います。  

 同じくその下の障害者就労支援です。 1,072万 4,000円ですが、手帳のない精神、

発達障害者の方も対象に就労支援を行うということですが、具体的にはどのような

ことですか。  

〇次長兼障害福祉課長  グレーゾーンの方に対して、やっぱりそういった生活のリ

ズムだったり出退勤管理、あるいは職業能力評価、パソコンのスキルとか、そうい

った部分を作業療法士の訓練によってやっていこうというものです。以上です。  

〇武藤  このような事業をぜひ丁寧に具体的に進めていただくよう 、よろしくお願
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いいたします。  

 45ページ、感染拡大防止対策の支援事業補助金ですけれども、１億 1,704万 5,000円

で す 。 こ れ は 、 既 に 要 望 が あ っ た も の で し ょ う か 。 補 正 予 算 の 減 額 が ８ 億 628万

2,000円あったので、確認したいと思います。  

〇高齢者支援課長  ８億円の減額については、後ほどまた補正議案のところで説明

の機会があればと思いますが、こちらについては国から示された段階で市内の事業

者に希望を募りまして、それを基に積算したものでございます。以上です。  

〇武藤  確実に実行できるようにお願いしたいと思います。  

 その下の継続支援事業補助金 5,215万円ですけれども、高齢者支援課では事業内容

が一部変更になっているということで、手当から介護事業所の協力の施設内で感染

者を療養している現状を踏まえ、協力金に変更したということですが、これまで入

院できなくて施設で診るということはありましたか。  

〇高齢者支援課長  １月頃に全国的に感染者が増えた時期で、市内の福祉施設で陽

性者が出た際に、軽症の方ということだとは思われますけれども、施設内で療養を

継続された方がいらっしゃいます。以上です。  

〇武藤  濃厚接触者が１名１日 5,000円の協力金で上限７万円です。今までこの濃厚

接触者のサービスを提供した施設というのはありますか。何人ぐらいでしょうか。  

〇高齢者支援課長  こちらについては、今これから各施設にこれまで実績があった

部分について、市で捉えている人数もあるのですけれども、施設のほうに具体的に

申請手続を取っていただく中で確認していこうと。濃厚接触者の方が途中で陽性に

なった場合などもございますので、その辺り施設のほうからまずは具体的な日数な

どをお示しいただくことを想定しております。以上です。  

〇武藤  陽性者の場合は１名当たり１万 5,000円の協力金なのですけれども、そうし

ますと濃厚接触者であった日にちと陽性者になった日にちとでは協力金が違うとい

うことですか。  

〇高齢者支援課長  濃厚接触者の場合と、それから陽性になった場合には、１日１

万 5,000円というような形で計算する想定をしております。以上です。  

〇武藤  こちらは、上限が濃厚接触者の場合は７万円とかあるのですけれども、こ

の上限は範囲内で収まるのでしょうか。  

〇高齢者支援課長  この上限額につきましては、一般的に示されています濃厚接触

の方が自宅待機を解除になるまでの目安の期間 14日間、5,000円掛ける 14日間で７万

円、それから陽性者の方につきましては 10日以上、症状が消滅、軽快してから 72時

間以上というような基準が示されていますので、実際には陽性になってからまた長

引く方もいらっしゃいます。その辺りなかなか完全に回復したのがいつかというと

ころまで特定するとなると、事務所の方にも御負担をおかけしますし、こちら側も

その確認のほうがなかなか煩雑となりますので、ここは上限としては一応 10日間と

いう目安とさせていただいております。以上です。  

〇武藤  陽性者の自宅を訪問して介護すると１万円の協力金が出るということです
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が、この訪問介護の事例はありますか。  

〇高齢者支援課長  これまでのところ、陽性者の方が入院になられたり、あるいは

御家族の方で診られるというような場合、今のところ在宅の方は基本的には入院さ

れている方がほとんどと承知しております。濃厚接触の方については、御家族の方

がケアされるというような形で、実際に事業者がケアに当たったという例は今のと

ころ直接こちらには情報としては来ておりません。以上です。  

〇武藤  陽 性者の介 護を行うというのを 想定して介護施設が あるわけではないの

で、入院ができないということで、介護施設で介護しなければならないということ

は大変なことだと思うのですけれども、それで感染が広がったということはないの

でしょうか。  

〇高齢者支援課長  感染が広がったことに関しては、私どもが承知している中では

高齢者施設でクラス ターになった施設が 幾つかあるというこ とは承知しておりま

す。以上です。  

〇武藤  クラスターが広がらないように、これからもそういう経済的支援も大事だ

と思いますので、ぜひ支援をしていただきたいと思います。  

 それから、予算説明書になります。 261ページです。離婚前後の親支援事業です。

44万 1,000円なのですけれども、この事業は新規事業です。なぜ予算の概要に載せて

いなかったのでしょうか。  

〇こども福祉課長  確かにこちらの事業は３年度からの新規事業ということになり

ます。こちらの予算の概要の内容につきましては、主に財政課のほうでピックアッ

プをしていただいて計上されていくという形になっているのかと思うのですけれど

も、ただ額的に 40万円ということで少額だったということもありまして、担当課の

私のほうからも強く要望していなかったということでございます。申し訳ございま

せんでした。  

〇武藤  柏市は、独り親世帯に新型コロナウイルスの影響に関するアンケート調査

を行いました。その中に養育費について取り決めて受け取れているという方が 29％

で、７割が受け取れていない状況です。公正証書の作成にお金がかかるので、養育

費の取決めをしない人もいます。養育費保証契約の保証料の負担を市が補助するこ

とで手続がスムーズに行えます。非常にいい事業だと思います。船橋市では、独り

親家庭等の自立や就労応援という記事の中で、教育費確保のための各種サポートを

拡充として４月 15日の広報でお知らせをしています。市長も定例記者会見の中では

この離婚前後の親支援事業のことを公表しています。松戸市でも同じように、２月

15日の定例記者会見では、この当初予算のポイントというところに、離婚前後の養

育費等相談支援を拡充して、離婚を考えたときから積極的な支援を始めることによ

り、子供が受ける心理的、経済的負担を最小限にとどめ、子の健やかな成長を促す

としています。この事業自体を軽く見ているから、今回その予算の概要に載せなか

ったのではないでしょうか。どうですか。  

〇こども福祉課長  確かに委員おっしゃるとおり、この事業の趣旨というものは今
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おっしゃっていただいたとおりでございます。私どもとしても、こちらの事業は千

葉市、船橋市で先行して行っており、その有効性であるとか、日々支援員の相談で

あるとか法律相談の中で養育費の関係、事例等が出ておりますので、早急に予算組

みをしたところでございます。決して事業の内容を軽んじていたということではな

くて、本当に申し訳ありませんでしたが、当初予算の概要のほうで計上していなか

ったということで、今後は当然広報かしわ、ホームページは４月１日号で掲載する

予定でございますし、日々の相談の中で、実際に相談の中でこの制度があるという

ことをピンポイントに実際必要な方にお知らせしていくような形で実行されるよう

に努めていきたいと思っているところでございます。以上です。  

〇武藤  ぜひ周知のほうをよろしくお願いいたします。  

 松戸市では、母子父子自立支援を３名から６名に増員するそうです。柏市の相談

体制はどうなっていますか。  

〇こども福祉課長  現在母子父子自立支援員は３名おります。相談は常時受けてお

りますが、来年度につきましてはお一人御都合で退職されることになっておりまし

て、２名体制を組んでおります。その相談の中で、ちょっとボリューム感が強かっ

たＤＶの関係の相談があったのですけれども、こちらは家庭児童相談担当のほうに

業務のほうを移すなどして、通常の相談業務には支障ないように対応していこうと

しているところでございます。以上です。  

〇武藤  柏市のほうが３名から２名に減らしてしまうということで、松戸市は３名

から６名に増やすということをやっているのですけれども、ぜひ柏市のほうも相談

体制を充実して、もっと増員していただきたいと思います。  

 さらに、松戸市では、養育費をもらえていない人への給付金、児童１人当たり月

額１万円を支給しています。コロナ禍の下、養育費がもらえないなど、そういう独

り親世帯に柏市も給付金を支給してはどうでしょうか。  

〇こども福祉課長  独り親家庭につきましては、これまでも市独自の臨時給付金で

あるとかいろいろ手当のほうをさせていただいておりまして、今現時点では、国の

ほうで検討されている独り親もしくは２人親の貧困世帯の給付金、こちらのほうを

確実に執行することを考えておりまして、今現在では新たにそういった給付金の支

給ということは考えておりません。以上です。  

〇武藤  まだコロナの影響は続くと思いますので、ぜひ柏市独自でも養育費をもら

えない方など給付金の支給を検討していただきたいと思います。  

〇委員長  ここで換気のための休憩を入れたいと思います。  

 それでは、換気のために暫時休憩いたします。  

              午後  １時３２分休憩  

                  〇            

              午後  １時３７分開議  

〇委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。  

〇武藤  説明書の 273ページ、公立保育園の給食管理事業です。新年度初めて保育園
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に入園する子供たちの対応に追われる保育園で調理委託が行われます。コロナ対策

も行わなければならない。一人一人の子供たちに対応する給食を提供する現場は混

乱するのではないでしょうか。どのような対策を取っていますか。  

〇保育運営課長  来年度から富勢保育園、西原保育園、東中新宿保育園、高柳西保

育園の４園で給食調理業務委託を開始いたします。そちらにつきましては、保育運

営課の職員である栄養士を各４園にフォロー体制として随時派遣しまして、委託給

食の体制のほうを整えていきたいというふうに考えております。以上です。  

〇武藤  栄養士さんは、いつまで保育園に配置されるのでしょうか。  

〇保育運営課長  ずっと栄養士がいるというわけではなくて、必要に応じて派遣す

るというか、そちらのほうに巡回派遣というか、そういった形で回るような形を取

りたいと思っております。以上です。  

〇武藤  保育園では、栄養士さんは何人いらっしゃるのですか。  

〇保育運営課長  保育園には栄養士はいないような形を取っておりますが、ただ委

託先のほうで栄養士であったり調理業務に長く携わっている方、経験者、そういっ

た方を配置するということで、各業者のほうにお願いしているところです。  

〇武藤  委託先の栄養士さんが４園を巡回するということですか。  

〇保育運営課長  申し訳ありません。巡回というのは、保育運営課の正規の栄養士

が巡回いたします。以上です。  

〇武藤  そうすると、最初に栄養士さんが配置されるのは、その調理委託が始まっ

た期間というか、そういうことですか。  

〇保育運営課長  初めて４月から開始されるということになりますので、その委託

の調理のほうが安定する間、そういったところでフォローをしていくということで

考えております。以上です。  

〇武藤  そうすると、委託先の栄養士さんが調理委託が安定するまでは随時そこに

いらっしゃるということですか。  

〇保育運営課長  すみません。委託先のほうでは、栄養士か、もしくは調理業務に

長く携わっている方ということで、業者さんのほうはやるのですけれども、初めて

やるということですので、機器の使い方であったりとか調理の手順というか、そう

いったところのフォローということで、保育運営課の栄養士のほうがそちらのほう

に回って指導体制を取るということです。以上です。  

〇武藤  今保育園の栄養士さんはいらっしゃらないとおっしゃったのではないので

しょうか。保育園の栄養士さんはいらっしゃらないとおっしゃったのではないです

か。  

〇保育運営課長  今現状、給食調理を直営でやっておりますけれども、各保育園に

は栄養士というのはいないということになっております。以上です。  

〇武藤  では、学校の栄養士さんが保育園のですか。ではないですか。  

〇保育運営課長  保育園 22園あるのですが、そちらのほうには栄養士は配属されて

いない形です。随時今現状も本課のほうにいる栄養士が各保育園を巡回して、衛生
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管理とか、それから調理の指導とかを行っているというところです。以上です。  

〇武藤  では、保育課の栄養士さんが各園を巡回して回るということですね。それ

で、特に今回調理委託されたところには手厚くというか、そういうふうに巡回され

るのでしょうか。  

〇保育運営課長  通常であれば、直営の場合はそんなに毎日のように行くというこ

とはないのですが、ただその委託が安定するまでの間はきめ細かく本課の栄養士が

巡回するということにしたいというふうに考えております。以上です。  

〇武藤  私たちは、子供の安心安全な給食は調理委託では守れないという立場です。

現場の混乱がないようにしていただきたいと思います。  

 続いて、議案第 35号、令和３年度の柏市介護保険事業特別会計予算についてです。

予算の概要ですと 17ページになりますが、介護保険料の引上げ、今回第８期の保険

料の引上げを行うという予算になっています。部長は、議会答弁で３年間で７億円

不足すると言われましたが、残した基金の積立てが７億円です。これを活用すれば、

保険料を引き上げないでも済むのではないでしょうか。  

〇高齢者支援課長  介護保険会計の財政調整基金につきましては、不測の事態に備

えて積み立てている基金でございます。第８期の介護保険の収支について、収支に

見合う額ということで今回保険料を設定させていただきますけれども、その想定し

ている保険料、介護給付費の推移が想定どおりであれば、７億円は必要としないの

ですけれども、想定を上振れした場合、最大限上振れした場合には７億円程度必要

となるという可能性がございますので、この７億円については留保させていただき

たいと考えております。以上です。  

〇武藤  今まで不測の事態というのはあったことがあるのですか。  

〇高齢者支援課長  不測の事態というところまではないのですが、介護保険の財政

調整基金については、理想としては、３年間の期間で１年目に積立てをして、２年

目が収支がイコールで、３年目に１年目に積み立てたものを取り崩すというのが、

計算どおりにいけばそのような形になるのですけれども、ただ今コロナの状況もご

ざいますので、今後介護保険の給付費の状況がまたもしかするとこ れまでとは違っ

てくる可能性もあるということで、慎重に対応させていただきたいと考えておりま

す。以上です。  

〇武藤  今まで介護保険の基金取り崩したことないと思うのですが、日本共産党柏

市議団が行った暮らしのアンケートの中でも介護保険料が高過ぎるという声が多く

寄せられています。保険料引上げの予算には反対です。以上です。  

〇小川  公明党の小川です。まず、予算概要の 30ページ、子育てネットワークの推

進というところで、地域全体、社会全体で子育てを支える機運を啓発イベント等の

開催により、支援者、団体のネットワーク構築を図るほか、子育て支援員とあるの

ですけれども、その子育て支援員というのは、具体的にどのような方を支援員とい

うのか、お聞かせください。  

〇子育て支援課長  子育て支援員というのは、子ども・子育て支援新制度が平成 27年
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に本格施行されてからできた制度なのですけれども、子育て支援の施設とか事業に

人手が足らないというところの中で、子育て経験者や子育て支援をしたいと思って

いる資格のない方を活用するというために創設された全国共通の制度となっており

ます。そちらの国が決めたカリキュラムを受講されますと、保育園の預かりのフォ

ローですとか、あと地域子育て支援拠点事業という親子向けの施設で勤務できたり

とか、あと子育て支援アドバイザーという相談を受けるような専門の職員になるこ

とができます。以上です。  

〇小川  分かりました。ありがとうございます。  

 続きまして、柏市保育のあり方検討のところなのですけれども、公立保育園及び

私立園の役割を整理というところで、その公立保育園と私立保育園の役割の整理と

いう部分を具体的にちょっとお聞かせください。  

〇保育運営課長  違いというところになってくるのですけれども、公立保育園は市

役所のほかの部署であったりとか県などの関係行政機関との連携が私立園より容易

ということもあったり、市全体の保育の質の確保に向けた取組を進めていくことや

災害発生時の福祉避難所機能、指導監査や巡回支援を担う人材の育成の役割という

ものを担うということで考えているところです。以上です。  

〇小川  ありがとうございます。先ほど武藤委員への答弁の中にもあったと思うん

ですけど、公立の保育園の耐用年数も 2040年あたりにはだんだん増えてきて、本当

に在り方を検討しなければいけない時期に来ていると思うのですけれども、私立保

育園を今後造っていくという方向で、そういう方向でそれもやむを得ないという状

況になったとしても、やっぱり保護者の方は保育の質というか、公立保育園に預け

ているということで安心感というのはあると思うんです。なので、本当にその安心

感を担保できるように、そこはしっかり取り組んで、在り方のほうでしっかり検討

していっていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 続きまして、予算概要の 31ページの子育て世代包括支援センターのところで、ワ

ン ス ト ッ プ 相 談 窓 口 と し て 柏 市 妊 娠 子 育 て 相 談 セ ン タ ー を 運 営 と い う と こ ろ で

4,500万円という事業なのですけれども、このワンストップ相談窓口の相談内容とし

て、今コロナで若年層の例えば望まない妊娠だとかというのもとても増えてきてい

ると言われていて、例えば高校生とか大学生のそういった未成年への対応というの

もこの相談窓口で対応していただけるのでしょうか。  

〇地域保健課長  地域包括支援センターのほうでは、妊娠期から子育て支援までの

切れ目ない支援ということでございますけれども、委員おっしゃいますように、数

多くはありませんが、高校生ですとか、そういった若年の方の妊娠の相談というよ

うなものも、直接御本人からの相談と、あとは全国的なというか、千葉県ですとか

いろいろなところからそういった方を把握されて、その方の支援ということで連絡

が入りまして、一緒に支援をしております。以上です。  

〇小川  ありがとうございます。そういった場合は、学校側の連携だとかというの

はいかがでしょうか。  
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〇地域保健課長  状況によっては、私どもの保健所と、あとは子育て支援課さんと、

あとはその内容で要対協ということで、学校、教育委員会とも連携させていただく

ケースもございます。以上です。  

〇小川  ありがとうございます。場合によっては、医師会との連携とか、そういう

ことも必要になってくるのかなというふうに思いますので、今後そういったことが

虐待防止にもつながるのかなというふうにも思いますので、今後とも寄り添った相

談の体制をよろしくお願いいたします。  

 続きまして、 32ページのＧＩＧＡスクールの環境整備のところなんですけれど、

ＧＩＧＡスクールサポーター、ＩＴ教育支援アドバイザーについて、すみません、

内容を教えてください。  

〇指導課長  ＧＩＧＡスクールサポーターもＩＴアドバイザーも学校の子供たちや

教職員の支援を行うものでございますけれども、ＧＩＧＡスクールサポーターにつ

きましては、主にハード面の機器の使い方、あるいはトラブル対応について支援を

行うことになります。ＩＴ教育支援アドバイザーにつきましては、授業支援という

ことで、授業の中での子供たちや教職員への支援ということになります。以上でご

ざいます。  

〇小川  ありがとうございます。では、ＩＴ教育支援アドバイザーというのは、教

員に向けてもその技術を教えるという、そういうことも含んでいるということでし

ょうか。  

〇指導課長  教員にも子供たちにも両方の支援を行うということで ございます。  

〇小川  ありがとうございます。ここで急激にＩＣＴを活用した授業が増えると思

うんですけれど、教員の技量も求められて、先生たちのばらつきというのも出てく

るといけないと思うんですけれども、その辺のことはいかがでしょうか。  

〇指導課長  おっしゃるとおり、教員の技量等については現在差がある状況にはあ

りますけれども、早急にその格差を埋めるということで、年間の指導計画であると

か教員の研修、これを頻繁に行うような形で、研修の在り方についても、対面の研

修もございますし、実技研修、理論研修、それから動画を使った研修、あるいは授

業の進め方のマニュアル等を動画にした研修等も進めているところでございます。

以上でございます。  

〇小川  ありがとうございます。分かりました。  

 続きまして、 33ページの特別支援教育の推進のところなんですけれど、特別な支

援を必要とする児童生徒の学習及び生活の支援のところで、教育支援員と個別支援

教員、すみません、これも内容について教えてください。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  教育支援につきましては、これは主に特

別支援学級において子供たちの支援を行うものでございます。それから、個別支援

教育の特別支援部門につきましては、これは各学級、通常学級等の通級も含めまし

て、それを特別支援学級と通級と行ったり来たりするところもありますので、そこ

も含めまして子供たちの支援をするという違いがございます。以上でございます。  
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〇小川  ありがとうございます。今本当にそのグレーゾーンというか、どっちなの

かなという児童生徒が増えているというか、それだけ皆さんのニーズも高まってい

ると思うんですけれど、そういう児童生徒を拾い上げるというか、そういう役割も

担っていただけたらというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。私のほうからは以上です。  

〇山下  お願いします。ＧＩＧＡスクールの環境整備について、先ほど御質問もあ

りましたが、ＧＩＧＡスクールサポーターが 16人となっています。最初の時期にた

くさんの要望とか、そういったものが来るのではないかなというふうなことが予想

されているのですが、なぜ 16人なのでしょうか。  

〇指導課長  16人につきましては、４校に１校の配置という計算で 16名を算出して

おります。  

〇山下  これは、１年間という契約でしょうか。  

〇指導課長  １年間でございます。  

〇山下  年間いつも相談できるとともに、この３月、４月、最初の頃というのが大

変だと思うんですが、その辺りサポートであったりとか、学校からどのような相談

が来そうかとか、そういったことについてどのように準備されているでしょうか。

〇指導課長  今土小であるとか柏二小であるとかで各学級で使う検証を行っており

ます。その検証の結果を踏まえて、あらかた予想されるトラブルマニュアル、そう

いったものの作成に今努めているところでございます。  

〇山下  この事業だけというよりか、これに伴って学校現場の負担というのが増え

ると予想されるんですけれども、どのような来年度のサポートを考えていらっしゃ

るでしょうか。  

〇指導課長  先ほど申し上げましたように、サポーターであるとかＩＴアドバイザ

ーの配置、それから年間を通して 24時間対応できるヘルプデスクの設置であるとか、

そういった人的支援、それからなるべく負担のない形で先生たちが使っていけるよ

うな授業のマニュアル等、そういったものを整備して負担軽減に努めてまいりたい

と思っております。以上でございます。  

〇山下  それでは、この人的支援のそれぞれどのような人材であったり委託先を想

定されているでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  まず、ＧＩＧＡスクールサポーターにつきましては、令和

２年度につきましても１か月間サポーターを入れております。これは、主に配備い

たしました機器のい ろいろな準備のため に各学校に入ってい ただいておりますの

で、こういったサポーターを今のサポーターの会社に引き続きお願いをしたいと。

学校の状況や何かも把握しておりますので、そういったことで考えております。そ

れから、ＩＴ教育支援アドバイザーにつきましては、令和２年から３年契約で既に

契約が済んでおります。ただ、このＧＩＧＡスクール構想のために増員を考えてお

りますので、契約の変更をいたしまして、引き続き同じ会社にお願いをしたいとい

うふうに考えております。それから、ＳＥにつきましては、主に端末の不具合とか、
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使い勝手とか、こういったところがございますので、端末の納入業者のほうにヘル

プデスクのほうをお願いしたいと、そういうことで考えております。このほかにＳ

Ｅの常駐等も考えておりまして、いろいろなトラブルに対応していきたいというふ

うに考えているところです。以上です。  

〇山下  そのＩＴ教育支援アドバイザー、ヘルプデスク業務、この委託先をここで

お答えしてもらうことはできるでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  現在４月１日の契約に向けて手続中でございますので、ま

だ確定をしておりませんので、現時点ではお答えすることができません。  

〇山下  募集方法というのは、今年は継続ということでしたが、前回はどのような

形で募集されたのでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  ＧＩＧＡスクールサポーターにつきましては、競争入札で

行いましたところ、残念ながら不調になりましたものですから、担当課によります

見積り合わせで対応しているところでございます。それから、ＩＴ教育支援アドバ

イザーにつきましては、これにつきましてはプロポーザルで広く求めているところ

でございます。以上です。  

〇山下  承知しました。  

 次に、デジタル教科書等の導入について、この採択についてはどのような方法で

行われているでしょうか。  

〇指導課長  デジタル教科書の採択につきましては、現在使用している教科書に準

じた教科書会社のものを活用することになります。  

〇山下  承知しました。  

 部活動の改革の推進についてなんですけれども、ここで事業費が 372万 3,000円と

いうふうに上げられていますが、これはどのような算出でなったのでしょうか。  

〇指導課長  概要の 32ページのところに書いてあります部活動の３行目、地域部活

動推進委託、こちらが 167万 5,000円、それ以外、引き算したものになりますが、そ

れが部活動指導員２名分の手当ということになります。以上でございます。  

〇山下  その数値が大体、前者のほうなんですけども、どのような金額を考えられ

てこのような額なんでしょうか。  

〇指導課長  部 活動 指導員につきまして は、２名ということ で、平日２時間、約

200日、休日が約 50日で、３時間程度の指導をお願いしたときの謝金というか、費用

ということになります。  

〇山下  分かりました。地域部活動の推進委託、どのような委託先を想定されてい

るでしょうか。  

〇指導課長  こちらは、プロポーザルで選定のほうを進めていこうというふうに考

えております。  

〇山下  その委託先の場所というのですか、活動場所というのはどのようなものが

考えられるのでしょうか。  

〇指導課長  今現在想定しておりますのは、大津ケ丘中学校１校の部活動４つ程度
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を委託によって実施するというような想定をしております。  

〇山下  ありがとうございます。お聞きしたかったのは、例えば学校の体育館施設

であったり、公共の体育館であったり、公園であったり、公民館であったり、そう

いったものについては、どのようなところで活動されるのでしょうか。  

〇指導課長  次年度実施を想定しておりますのは、学校施設を使って実施をすると

いうことで、体育館、校庭、テニスコート等になります。以上でございます。  

〇山下  学校の中でされるということで、例えば参加する生徒はその対象の中学校

の生徒だけということでしょうか。  

〇指導課長  そのとおりでございます。  

〇山下  学校とこの委託先との関係は、どのようになっていくんでしょうか。  

〇指導課長  基本的に休日の部活動を委託するということになりますので、休日の

部活動については学校活動ということではなく、この団体での活動というような位

置づけにはなります。ただ、平日の部活動と当然連携が必要になりますので、学校

との連絡調整等は密に行っていくということでございます。  

〇山下  その団体が、学校の授業だけでなく、平常の活動というんでしょうか、さ

れているものについて、どういうふうに考えられていますか。  

〇指導課長  当 然平 時は学校の顧問 の教 員が指導しておると ころで ございますの

で、その顧問の指導と休日の指導の整合性がなくてはいけないというふうに考えて

おりますので、そこの調整は会議等を通して図っていく必要があると考えておりま

す。  

〇山下  教員が、この活動というんですか、外部のこの活動に参加することは許さ

れているのでしょうか。  

〇指導課長  これはもともと教員の働き方改革の推進ということで実施をしている

事業でございますので、教員の土日の勤務を縮減するという意図で実施をしており

ますので、基本的にこの活動に教員が参加をするということは現時点で想定はして

おりません。  

〇山下  想定はされていないと思うんですけれども、原則認めないとするのか、あ

り得ると考えるのか、その辺についてお聞かせください。  

〇指導課長  次年度試行的に実施をするということですので、基本的に外部に委託

をするということになりますが、全く関わらないということ、100％制限をすること

もないかなというふうには考えておりますので、そこら辺はある程度自由度は持っ

ていきたいなというふうには考えております。  

〇山下  承知しました。  

 次に、水泳授業の民間委託事業についてなんですけれども、これは体育の授業の

学校の授業の中の単位としての事業についてという認識でよろしいでしょうか。  

〇指導課長  おっしゃるとおりでございます。  

〇山下  教員の関わりは、どのような形になるでしょうか。  

〇指導課長  基本的には、スイミングスクールまでの引率、あるいはプールサイド



- 16 - 

 

での見守り、評価といったようなことになります。以上でございます。  

〇山下  ほかの自治体で行われている事例でもあるので、あれなんですけれども、

柏市としてはこの単位となるような授業を外部の方に指導してもらうということに

ついてどのようにお考えでしょうか。  

〇指導課長  小学校の水泳の授業を委託するということでございますが、小学校の

先生方は全教科指導することになっておりますが、水泳指導については専門的な指

導が必要かなというふうに考えておりますので、先生方にとってはためになる授業

かなというふうに考えております。  

〇山下  法律的なというか、学習指導要領の点はクリアしているというふうに考え

ていらっしゃるということでしょうか。  

〇指導課長  おっしゃるとおりでございます。  

〇山下  次に、学校のプールの在り方で、学校施設のことに関してなんですけれど

も、モデル校で実施されるということなんですけれども、行く行くこの形がどうな

るかということなんですが、例えば学校の施設のプール、今後例えば温水プールな

どにして、年間通して使えるようにして地域にも開放するとか、あるいは別の学校

の用地として使うとか、様々な可能性があるのかとも思われますが、どのように今

は考えていらっしゃるでしょうか。  

〇指導課長  もともと教員の専門的指導の不足であるとか、このプール事業を推進

した理由、あるいはプールの老朽化等による費用の増加等を考えてこの推進事業を

行っているところでございます。民間プールを活用することになれば、当然学校の

プールのほうは不要になりますから、廃止をしていくことになると思います。その

先の部分につきましては、これから検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。  

〇山下  まず、この３校のことで、慎重に考えなければならないというところでは

あるとは思うんですけれども、先ほどの部活動で地域のスポーツクラブなどとの連

携とか、そういったことも考えたり、地域に開かれた学校の在り方とか、そういっ

たことも考えると、これは単なるプールの授業だけにとどまらず、学校の施設の在

り方だったり、そういったふうに考えていくべきと思うのですが、教育長、どのよ

うに考えているでしょうか。  

〇教育長  今御指摘のあった学校施設の活用なのですが、この先学校教育の在り方

というのは大分変わってくるというふうに認識しています。その中で、学校施設と

いうものを市民の方々も含めて有効に活用していければなと思っていますが、やは

り基本的には子供たちの教育活動が最優先になると思います。以上です。  

〇委員長  それでは、また換気のため暫時休憩をいたします。  

              午後  ２時１１分休憩  

                  〇            

              午後  ２時１７分開議  

〇委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。  
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〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  先ほど小川委員の御質問の中で、特別支

援教育の推進の中で 教育支 援員と個別支 援教員の違いという ことで ございました

が、教育支援員のほうにつきましては、答弁しましたとおり、特別支援学級の中で

活動しております。もう一つの個別支援教員につきましては、通常学級の中で生活

や学習上の困難を改善するために入ってございますので、委員の要望にありました

ように、特別支援を要する子供の人数については、こちらの個別支援教員のほうが

把握しやすいということで認識しておりますので、よろしくお願いいたします。以

上でございます。  

〇山下  お願いします。児童生徒課さんに、生徒指導の推進で、いじめ防止事業と

アプリの提供についてお尋ねします。このアプリについて、今年度の活用実績につ

いてお聞かせください。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  アプリ、ストップイットでございます。

これ導入してもう４年たちますけれども、昨年度利用件数が 100ちょっとでございま

したが、今年度につきましても、件数的にはあまり変わりませんが、やはりいじめ

というよりも、子供たちそれぞれの学校生活、あるいは家庭生活での不安を訴える

内容が多かったと認識しております。以上でございます。  

〇山下  その不安を訴えられた内容について、どのように受け止められてされてい

るんでしょうか。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  このアプリにつきましては、名前は分か

りませんけれども、何々中学校何年までは特定できますので、次の日の朝にその学

校の管理職に内容を伝えまして、気になる子がいるかどうか、特定できない場合も

ありますけども、できる場合は直接いろんな形でカウンセラーにつなぐとかという

形にしていただいていますけども、できない場合についても、その学年についてみ

んなで見ていただくということを要請しております。以上でございます。  

〇山下  ぜひもっと活用されるようにと思うんですけれども、今後の来年度の計画

というか、方針をお尋ねいたします。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  中学校におきましては、いろんな不安が

あったときにこのようなＳＯＳを出すということでいうと、いわゆるそのアプリを

使うということは知らない人に対して相談をするということでございますけども、

それは発達段階としていいと思うんですけども、小学校６年生に今年度試行でアプ

リを提供したんですが、あまり需要は 10件以下ということでありません。これは、

やはり小学生におきましては、見えない人に相談するよりも身近な大人に相談する

ほうがいいと思いますので、そういう発達段階でございますので、それを踏まえて

対面的な授業とか、そういうことを重視していきたいと考えております。以上でご

ざいます。  

〇山下  ありがとうございます。今の御答弁ですと、アプリじゃない部分での対策

というのはお聞きできるんですけれども、このアプリを例えば中学生とかにも少し

広めたり、あるいは対面じゃないからこそのよさというのがあると思うんですけれ
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ども、そこを補い合いながら、この今までなかった４年間培ってこられたことを今

後どのように展開されていくかというのを期待したいんですけれども、どのように

お考えでしょうか。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  このアプリにつきましては、個別の携帯

電話で自分でダウンロードしてということでございますが、今後ＧＩＧＡスクール

になった場合、個人タブレットが配付されますので、その中に相談したい人がいる

場合には相談できるという形を今ストップイットジャパンと共同研究して、４月か

ら試行、それから９月から一部の学校でできるような形を考えておりますので、そ

れを生かせればいいかなと考えておりますので、また進捗を御報告したいと思いま

す。以上でございます。  

〇山下  よろしくお願いします。  

 次に、不登校児童生徒の支援について、様々な体制が取られているところだと感

じますが、今年度新型コロナということで、来年度どのように通常と変わったか、

その辺りについてお聞かせください。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  不登校の子供たちにつきましては、今日

まさしくきぼうの園というところで卒業式があって、私行ってまいりましたけれど

も、そのように集まって、きぼうの園とか学習相談室、そういうところに来て勉強

したい子と、あとやっぱり自宅の中でタブレットで勉強したいという子がいると思

いますので、そういうときに各学校の中での授業を配信したりとかということ、あ

と評価をどうするかということについてはこれからの課題だと思いますので、タブ

レットを見て勉強しながら、それをどう評価していくかということについては至急

に検討したいと考えております。以上でございます。  

〇山下  ありがとうございます。これまでどおりの授業とオンラインによる学習と

いうのがあり、オンラインによる学習については、評価については今検討されてい

るということなんですけれども、柏市内の全校についてはまだこれから研究という

ことだと思うんですけれども、このオンライン化の授業であったり、学校の登校の

選択制であったりというのをぜひこのきぼうの園やこれらの学習相談室などから、

先端の研究というんでしょうか、成果を教育研究所などで共有していただいて、で

きるようにしていただきたいと思うんですが、どのようにお考えでしょうか。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  委員おっしゃるとおり緊急の課題だと考

えておりますので、教育委員会の関係部署で検討してまいります。  

〇山下  この続きの質問なんですけれども、不登校の方々の登校する時間について

など、思春期で、このホルモンなどの関係や体調などで朝来られないという相談を

受けたりすることもあるんですけれども、そういった場合、学校としては遅刻とか

になってしまうと思うんですが、今不登校支援の中でどのように対応していただい

ているでしょうか。  

〇児童生徒課長兼少年補導センター所長  委員おっしゃるとおり、起立性の障害と

いうことで、朝どうしても血圧が下がってという子供たちが多いと聞いております
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ので、遅刻かどうかは、ちょっと今まだ各学校の扱いはちょっとあれなんですけど

も、間違いなく登校した場合には出席扱いで、できるところの時間帯で学習、それ

から生活のサポートをしているということでございますので、検討させていただき

たいと思います。以上です。  

〇山下  よろしくお願いします。  

 放課後子ども教室の拡充について、説明の中で、新たにモデル事業として地域と

連携して、居場所確保、体験活動の場の提供とありますけれども、どのような事業

なんでしょうか。  

〇生涯学習課長  現状子供の学習習慣の定着とか学習意欲の向上を目指した放課後

子ども教室、こちらにつきましては現在 42校で実施しております。ただ、国のほう

が放課後子ども教室の方向性を地域参加のほうにシフトしていることから、今後は

地域住民の参画によりまして、学習を含む幅広いメニューを展開することを求めて

います。また、保護者ニーズも、地域と学校が個々の特性とか意欲、関心に応じま

して、安心安全に過ごせる居場所が求められています。このようなことから、地域

と学校と家庭が連携をして、地域全体、全世帯で子供たちを育むことができる環境

をつくることが望ましいと考えまして、週１回程度、放課後子ども教室を増やしま

して、居場所づくりを進めるためのモデル校を選定し、実施をしていく。以上でご

ざいます。  

〇山下  承知いたしました。  

 移ります。次に、地域保健課さんの新生児聴覚検査、今見ておりますのが議案の

説明資料なんですけど、議案の説明資料で 13ページにある子育て支援の中の今年度

新しい事業の中の新生児聴覚検査という、予算のほうでも概要だと 45ページ、これ

には来年度からということですが、どのような背景が今柏市にあるかお聞かせくだ

さい。  

〇 地 域 保 健 課 長  新 生 児 聴 覚 検 査 の ほ う は 、 先 天 性 の 聴 覚 障 害 の 方 と い う の は

1,000人に１人ぐらいの割合で発生するというふうに統計的には言われております

けれども、実際に約 3,100人とか 3,200人ぐらい出生している中で、これまでこの検

査で先天性の聴覚障害が見つかったというようなことは、ここ数年は特には聞いて

おりません。この検査につきましては、通常出生後産科医療機関のほうで二、三日

目ぐらいに検査をしているような状況でございまして、柏市のほうでは、新生児訪

問のとき等に確認をしてまいりましたところ、約 90％程度の方はこの検査を受けて

いるような状況です。ただ、やはり 10％ぐらいのお子さんが受けていないというよ

うなこともございますので、来年度からは千葉県全体でこちらの検査のほうを千葉

県民予防財団のほうに委託を行いまして、１人当たり 3,000円の費用助成をいたしま

して、できるだけ 100％近く聴覚の検査を受けられるようにということで検査のほう

をしてまいります。以上です。  

〇山下  ちょっと確認なんですけれども、3,000円の助成をしていただけるというこ

とですが、もともとはどれぐらい御家庭では負担があるんでしょうか。  
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〇地域保健課長  病院によって検査の費用が異なりまして、分娩の費用に含まれて

ゼロ円のところもあれば、四、五千円ぐらいのところもございます。以上です。  

〇山下  承知しました。また現状を調べて、教えていただければと思います。よろ

しくお願いします。  

 次に、予算書の 13ページだったりとか、あとは 281ページだったりとか、この保育

所等訪問支援事業についてお尋ねいたします。よろしいでしょうか。何件ぐらい年

間実施されているでしょうか。  

〇こども発達センター所長兼キッズルーム所長  今年度の実績ですと、ちょっと不

確かですが、 24件だったと存じております。以上です。  

〇山下  これらの事業は、教育委員会であったり、福祉課であったりとか、保健所

であったりとか、情報の共有というのはどのようになされているんでしょうか。  

〇こども発達センター所長兼キッズルーム所長  この事業の対象になるお子さんが

保育園、それから幼稚園に通っていらっしゃって、ちょっと障害をお持ちのお子さ

んとなっておりまして、通常の訪問した際には、そこの保育園の先生、それからあ

と保護者の方と確認した状況を伝え合いまして、それで助言をしております。また、

そのお子さんが今度就学、小学校に上がる際には引継ぎとしまして、進学先の特別

支援学級、もしくは通常級の先生と面談を行いまして、内容の引継ぎを行っており

ます。以上です。  

〇山下  親御さんからは、例えば進学するに当たって、通常の学級に行くのかどう

かとか、そういったことについて相談があると思うんですけれども、学校での先生

との話合いであったり、保健所さんやこちらでの話合いというのと整理し切れてい

ないところもあるのかなというところがあってお聞きしましたが、その辺りどのよ

うにフォローされているでしょうか。  

〇こども発達センター所長兼キッズルーム所長  就学する際の進学先については、

親御さんやはり通常級に行きたいですとか、あと支援学校に行きたいといった希望

がございます。ただ、これにつきましてこちらのほうで判断をするのではなくて、

児童生徒課さんで行っております就学相談を利用していただきたいということで御

案内をしておりまして、そちらにも情報を提供させていただいております。以上で

す。  

〇山下  承知いたしました。  

 次に、生涯学習の分野で市民協働による地域資料の収集についてお尋ねします。

具体的にはどのようなことを考えていらっしゃるでしょうか。  

〇図書館長  こちらの市民協働による地域資料の収集でございますけれども、地域

資料自体は世代交代であるとか時間の経過によってどんどん失われてしまっていき

ます。したがいまして、柏市の図書館の役割といたしまして、柏市の地域資料が失

われる前にしっかり収集して保存していかなければならないというふうに考えてお

ります。そこで、各地域の分館でその地域の資料をその地域の方と協働して収集し

ていこうというものでございます。以上です。  
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〇山下  具体的に地域資料、どのようなものを想定されているでしょうか。  

〇図書館長  その地域ごとに地域資料ってやっぱり異なるものだというふうに考え

ております。地域によっては、伝統行事であったりであるとか、あるいはその地域

によってはお寺であったり神社であったりとか、それぞれの地域に即した形での地

域資料というのを地域の方と一緒に考えていきたいというふうに考えているところ

でございます。以上です。  

〇山下  この事業は、収集事業に当たるわけなんですけれども、これを例えば編集

していったり読み込んでいったりとか、そういったことについてはどのような展開

を考えていらっしゃるのでしょうか。  

〇図書館長  今委員おっしゃったとおり、やはり収集するだけではなくて、その後

どのように活用していけるか、情報発信していけるか、これが非常に大切なことで

あるというふうに考 えております。この 点につきましては 、 例えば予算の中で今

194万 4,000円ということで計上させていただいているんですけども、通常資料とし

て収集するほかにも、例えば伝統行事等につきましては動画を撮影して、それを保

管して発信していくとか、そういったことも考えておりまして、その辺もその地域

資料に応じて、どういった媒体で収集して保管するか、その保管したものをどうい

った形で活用するのが一番効果的かということを考えながら収集し、その後活用し

ていきたいというふうに考えているところでございます。以上です。  

〇山下  図書館の事業ということですので、収集した後、それを保存し、後世に伝

えていったり、今の市民の方に共有していくようなことということも事業として考

えていかなければいけないと思いますので、この事業のさらなる展開というのをぜ

ひ検討していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。  

〇図書館長  今委員おっしゃったとおり、やはりこの事業については今後幅広く展

開していきたいというふうに思っておりまして、ただこれ図書館だけではできない

ところがございますので、文化課であるとかほかの部署等も含めて連携しながら展

開してまいりたいというふうに考えているところでございます。以上です。  

〇山下  次に、文化財保存活用地域計画の策定について、ちょっと現状についての

お話をお聞かせください。  

〇文化課長  こちらは、２年前から取り組んでおります文化財の保存活用に向けた

マスタープランでありますが、初年度は既存の調査、今まで柏市がやってきた調査

の資料の取りまとめを行いまして、その後新たに不足する部分の現地調査に入った

ところなんですが、現地調査に入ったところでこのコロナ禍がありまして、都内か

ら来ていただく先生方や地元の御老人の方に会いに行くなり、そういう作業ができ

なくなっておりまして、今止まっております。先日債務負担行為で１年間延期させ

ていただきまして、残り一、二年となりましたが、その中でできる限りのことをや

って、コロナで止まってしまった部分、調査が行き届かない面も可能性は出てくる

と思っておりますが、そこは不足するものは不足しているということを明らかにし

ながら、まず来年、再来年度で一旦取りまとめをしたいというふうに考えておりま
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す。以上です。  

〇山下  進捗としては、今年度コロナによってちょっとできない部分があったけれ

ども、ここから計画の中でできる部分で計画を出していくというような考えと捉え

てよろしいでしょうか。  

〇文化課長  おっしゃるとおりです。できる範囲のことをやりまして、まずは取り

まとめまでの作業は、国庫補助金ももらっていますので、取りまとめることは必ず

やりたいと思っております。以上です。  

〇山下  来年度予測される困難であったり懸念されている点というのは、どのよう

なことでしょうか。  

〇文化課長  やはり現地調査ができないのと、現地調査がまだ完全ではないなりに

も、市民の方々からパブリックコメントのようなシンポジウムなるものを開きまし

て、意見をお聞きしたい場面も考えておりますので、そこら辺のところがこのコロ

ナ禍の中でどこまでできるのか、そこは懸念しているところでありますが、何か特

別な解決策を今持っているわけではないので、引き続き考えていきたいと思ってお

ります。以上です。  

〇山下  分かりました。最後に１点だけ、公民館の講座について、ここには市民の

主体的なまちづくり活動に向けとあるんですが、どのような学習の場を提供してい

くのでしょうか。新しい公民館となってということで期待されている部分もあると

思いますが、お聞かせください。  

〇中央公民館長  こちらの中央公民館事業、公民館講座事業につきましてですが、

やはり教育福祉会館、リニューアルしてオープンしておりまして、教育福祉会館と

いう建物の特徴である教育分野と福祉分野との連携ということで、他分野との連携

の中で幅広い講座を実施していきたいと考えております。また、こちらの予算案の

概要にもありますように、地域の力、地域の活性化を目的として公民館講座事業も

位置づけられておりますので、福祉分野との連携にかかわらず、地域づくり推進部

ですとかこども部ですとか、いろいろな分野の他部署、他団体との連携を図って、

市民の方を巻き込んでまちの活性化につなげてまいりたいと考えております。以上

です。  

〇山下  具体的には、講座を開催するということでしょうか。  

〇中央公民館長  あの会館を生かした講座、講演会、企画実施していくことが軸と

なりまして、またあとは人と人とのつながりを演出するといいますか、それが地域

の活性化につながるという考えから、人が集まるイベントというものも企画して実

施してまいりたいと考えております。以上です。  

〇山下  例えば回数であったり開催規模であったり、今答えられる範囲で構いませ

んので、教えてください。  

〇中央公民館長  こちらは、毎年度中央公民館事業計画というものを審議会であり

ます公民館運営審議会のほうに諮りまして、一応承認をいただいているところでご

ざいます。先日、書面審議ではあったんですが、令和３年度、来年度の事業計画を
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承認いただきまして、事業区分といたしましては、ライフステージを対象とした青

少年、成人、家庭などの５分野、あとそれ以外に地域づくりに関係する事業、そし

てイベントということで、６区分において、講座名としましては 14講座を実施する

予定でおります。この講座名の中には、いろいろなその細かい対象、そして狙いに

よって、複数の講座、講演、イベントを考えておりますので、具体的に回数という

ものは明確にしておりません。以上です。  

〇山下  承知しました。新しい館を使っての講座ということですけれども、ぜひこ

の講座をきっかけに人と人とがつながって、まちに出ていって活性化させていける

ような、そんな事業を期待したいと思います。以上です。  

〇鈴木  10件ぐらいお願いいたします。まず、衛生費の項目の中で清掃費、289ペー

ジ、衛生費の中の項の２です。項の２、清掃費がありますが、これ教育民生ですよ

ね。ページでいうと 349ページ、これここじゃない。市民環境ここ。失礼いたしまし

た。すみません。では、教育費の中の幼稚園費なんですが、7,600万円減額しており

ますが、昨年度から、それに関してどういう内容なのか、お示しください。515ペー

ジです。教育費の中の項の項目、５番の幼稚園費がありますが、26億 6,200万円、昨

年度が 27億 3,000万円で、 7,600万円減少しておりますが、その中身はどういったも

のでしょうか。  

〇保育運営課長  ちょっと今資料を持ち合わせていないので、確認いたしまして、

後ほど御回答申し上げます。  

〇鈴木  では、518ページ、社会教育費がありますが、この社会教育費も５億 8,300万

円で、昨年度が６億 7,700万円で 9,400万円減少しておりますが、これはどういった

内容でしょうか。  

〇文化課長  社会教育総務費は、主に文化課と生涯学習課、両課にまたがる予算で

すので、詳しいところまではあれですけれども、主な減った部分については、旧手

賀教会堂の保存修理工事や予定していた発掘調査が削られたもの、あと旧吉田家住

宅の保存計画の策定業務等が一通り終わりましたので、その分の減が大きいものと

思っております。  

〇生涯学習課長  生涯学習課の範囲としましては、生涯学習推進計画というものが

昨年度まであったのですけれども、そちらがなくなったので、その分が減ったとい

うところもあると思います。以上です。  

〇鈴木  ありがとうございました。  

 では、項の項目で小学校費、中学校費、それぞれありますが、その中の事業の中

で減額している事業ってありますでしょうか。いっぱいあるんですかね。では、別

途回答を後でお願いいたします。  

 次に行きます。ＧＩＧＡスクール構想、ＧＩＧＡスクール事業で４億 6,800万円の

予算が計上されております。金額的には大変多い金額で、先ほどから何人かの委員

からも中身を精査する質問がありましたが、同じように 32ページですか、 32ページ

の中に出ておりますが、その項目の①、②、③とか書いてある中ではどこの金額が
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多い金額になるんでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  まず、この①の効果的な活用を図るための人的支援につき

ましては、ＧＩＧＡスクールサポーターとＩＴ教育支援アドバイザー、ヘルプデス

クで１億 6,300万余でございます。それから、次の②の学習者用のデジタル教科書等

導入につきましては 3,260万余でございます。それから、情報モラルにつきましては

おおむね 600万ぐらいでございます。以上でございます。  

〇鈴木  ありがとうございます。３つ足したんですが、４億にならないんですが。  

〇指導課統括リーダー  そのほかといたしまして、ネットワークの環境更新保守、

こちらが１億 2,850万円程度、それから学校用ネットワークの関連機器借上料、これ

がおよそ 1,000万ぐらい、それから指導者用のデジタル教科書、それからオンライン

ドリル等、これはクラウド上のものを使いますので、消耗品ではなくて利用料とい

う形でございますけれども、おおむね 6,700万円程度、それからネットワークの設定

業務委託が 3,000万円程度、それからデータの通信料でございますが、これはモバイ

ルルーターの通信料でございます。これがおおむね 2,600万円程度ということになり

ます。以上です。  

〇鈴木  ありがとうございます。大変分かりました。そのＧＩＧＡスクール構想で

すが、本当に来年度４月から、もう来月から始まるわけですが、幾つか心配がある

んですが、大きなところは、ネットワークの負荷の問題がありまして、ＳＩＮＥＴ

さんに接続してやるということで、大丈夫だろうと言われておりますが、実際のテ

ストというものはやっているのかどうか、その辺をお聞きしたいんですが、特に学

校単位で見ると、生徒が全員ネットワークにつながっていく、要は一遍に 400台パソ

コンがネットワークに向けて一つのクラウドにつながっていくという仕組みになる

と思うんですが、そこの負荷というのは計算上ではなかなか計算上のものが実際に

はならないんじゃないかと思うんですが、その辺テストはどんな感じでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  今委員御指摘のように、ＳＩＮＥＴに接続した学校で通信

速度を実際に測らせていただきました。学校からＳＩＮＥＴに出ていくところにつ

きましては、ベストエフォートで最大で１ギガということでございますけれども、

そのつないだ学校でテストをした際ですが、全校で使っていたわけではないのです

けれども、瞬間値としては 810メガ出ていた状況でございます。平均いたしましても

200メガ程度は出ていたという状況でございます。それから、全学校について今回の

ネットの容量が足りるのかという御質問でございますけれども、一応私どものほう

で現時点で想定している使用の負荷量でございますけれども、ユーチューブ等の動

画が大体 2.5メガぐらいでございます。これを同時に見た場合、稼働率が同時に見た

場合が 10％程度につきましては十分耐えるという設計で現在のところ行っていると

ころでございます。以上です。  

〇鈴木  設計どおりいくかどうかが一番問題であり、みずほ銀行でもコンピュータ

ーのトラブルというのが発生するぐらいですので、これはやっぱり実際にやってい

ないと分からないことだと思うんです。全ての学校でできるというふうには思って
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おりません。最低限１つの学校で 400台のタブレットを全部起動かけて、本当にそれ

でつながるのかどうか、そうしたことをやらないと、４月以降もし万が一のことが

あった場合に授業等に差し支えが出てくるのではないかと思いますので、ぜひなる

たけ早い段階で 400台ぐらいの端末を生徒の力も借りてやるとかいう想定をし たほ

うがいいのではないかと思いますが、いかがでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  御懸念もごもっともなところであろうかと思います。春休

みを利用いたしまして、一部学校でなるべく多くの端末を使いまして実際の状況を

把握したいというふうに計画をしているところでございます。以上です。  

〇鈴木  ぜひ早めにやっていただいたほうがよろしいかと思います。  

 もう一点、ＧＩＧＡスクールのところで気になっているところが 、先生の端末は

従来どおりのパソコンでやるというふうに聞いております。多分子供たちが使った

オンラインドリルの実績がどうかなとかというところもその先生方のパソコンで見

るんじゃないのかなというふうに思っておりますが、今までは、先生方のデータセ

キュリティー、個人情報の管理という観点から、先生方のパソコンはＷ i―Ｆ iには

つながらず、有線、ケーブルでつないでやっていくという形で管理をされていたと

思うんです。子供たちが勝手に入ってこれないとか、そういうところも含めて、そ

れはいい方法だと思います。ところが、今回子供たちが使うＷ i―Ｆ iに先生方のパ

ソコンもつながるような形になりますよね。先生方のパソコンは、子供たちがつな

がるＷ i―Ｆ iにもつながり、自分たちの学校で管理しているデータが管理されてい

るネットワーク上のほうに有線ＬＡＮでつながるという形になって、両方が流れる

可能性が出てくるわけです。そういう危険性がありますが、そういう意味では前々

から言っているように、先生方のパソコンというかタブレットは、授業で使う用の

パソコンはタブレットで、子供たちと同じ形式にしたほうがいいんじゃないかとい

うことを何回も言っておりますが、その辺のセキュリティーの問題はどのように考

えていますでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  現在校務系と学習系、論理的にセキュリティーを分けてご

ざいます。特に校務系につきましては、イントラで整備をしておりまして、基本的

には外に出ていかないという状況でございます。今回整備をいたしますＧＩＧＡの

ほうにつきましては、確かにクラウドを使ってまいりますが、ここに個人情報を置

かないという形で十分管理をしていきたいというふうに考えているところでござい

ます。以上でございます。  

〇鈴木  それは最低限だと思うんですが、一つのパソコンがイントラネットの校務

のシステムにつながる、そのパソコンがインターネットを介してクラウドにつなが

る、そういう状況になっていて、そのパソコンからクラウドにデータを置かなくて

も、外側からのネットワークで先生のパソコン経由で校務のシステムに入り込んで

くる可能性があるんじゃないかなと私は思っているんです。その辺すごく難しいわ

ざだとは思いますが、やりかねない、そういう人もいるのではないかと思いますの

で、そういう意味ではそこのパソコンを完全切っておいたほうが私は安全だと思う



- 26 - 

 

んですが、その辺はいかがでしょうか。  

〇指導課統括リーダー  確かに今現在の方法でございますと、論理上の分離でござ

いますので、100％安心ということはございません。他の自治体におきましても、実

際に事故が発生していることもございます。委員さんおっしゃるように、一番安全

なものは論理的ではなくて物理的な分離になろうかと思いますが、これも御承知の

とおり、物理的な分離になってまいりますと、またいろいろ経費等もかかってまい

ります。今後まだまだセキュリティーにつきましてはいろいろな課題を抱えている

ところでございまして、校務系の認証の方法につきましても、今後複数認証等を入

れていかなければいけないというところもあろうかと思いますので、今後ともセキ

ュリティーにつきましても並行して安全を目指して検討を進めてまいりたいという

ふうに思っております。以上です。  

〇鈴木  一番簡単で安全になるのは、先生方１人単位に子供たちと同じタブレット

を配置することではないかと思っております。その費用がどれぐらいかかるかとい

ったら、この４億 6,800万の費用から比べればすごく少ない費用だと思いますので、

ぜひそういうことも検討の課題としておいてください。要望です。  

〇委員長  換気のために５分間休憩いたします。  

              午後  ３時休憩  

                  〇            

              午後  ３時  ５分開議  

〇委員長  それでは、再開をいたします。  

〇指導課統括リーダー  先ほど小中学校のうち減額になった主なものという御質問

がございました。まず、中学校費の予算書の 506ページ、3,686万 4,000円の主な理由

でございますけども、中学校に配置しておりますＩＣＴ機器、 17校分でございます

けども、こちらのリース期間が終わりまして、４年のリース、それからプラス１年

の再リースという形で契約をしております。このリース期間が終わりまして、再リ

ース期間に移行するため、賃借料が減額になったということが主な理由ということ

でございます。私のほうからは以上でございます。  

〇学校財務室長  先ほどの鈴木委員の減額についてでございますが、令和３年分に

ついてＲＰＡを導入したことで会計年度職員１名分を減額しております。これは、

大きな減額ではございませんが、お一人分、小中学校合わせて 200万という計上でご

ざいます。以上です。  

〇学校施設課長  同じくこの減額についてですが、去年度から今年、小学校のプレ

ハブのリース、こちらがリース期間が終了しまして、約 2,800万ぐらい減額となって

おります。以上です。  

〇鈴木  では、引き続きお願いいたします。まず、１点目、柏市の保育のあり方検

討会ですが、ぜひ市民の皆さんの要望をよく聞いていただいて検討会を進めていた

だきたいというふうに思っております。要望です。  

 次に、待機児童の件、先ほど武藤委員からも質問があった中で回答なんですが、



- 27 - 

 

現在 259名の待機児童がいらっしゃるという回答だったと思うんですが、それでその

259名が入れないで今調整中ということですよね。そのうち枠は今幾つ残っているの

かというところを教えていただきたいなと思っております。  

〇保育運営課長  現在三次の利用調整まで終わっておりまして、保留児という形で

290名です。空いている数ですけれども、大体 600前後だということで認識しており

ます。以上です。（「 600人」と呼ぶ者あり）すみません。枠としては 650名ござい

ます。以上です。  

〇鈴木  では、 650名の枠で 290名の方が、遠いだとか、子供が兄弟で別になっちゃ

うだとか、そういう条件はあるかもしれないけど、枠としてはあるということなん

ですね。分かりました。安心しました。  

 もう一点、保健所さんの件なんですが、保健師の数なんですが、今回コロナの件

で応援にたくさん行ったと思うんですが、今の保健所さんの中の保健師の数で足り

てるのかどうか、来年度どれぐらい増員する予定なのかをお聞きしたいと思います。 

〇次長兼総務企画課長  保健所の特に感染症対策の保健師につきましては、全庁か

ら応援職員をお願いしておりまして、併任辞令という形で体制を組んでいるところ

でございます。おおむね今 10から 15名の職員を併任でお願いしているかと思います。

４月からの体制ですが、保健予防課の定数としましては保健師を４名増員というこ

とで、定数的には４名の増員で対応いたします。ただ、それだけでは体制的には組

めませんので、やはり同じように併任という形で４月以降もお願いをするという予

定でございます。以上です。  

〇鈴木  ありがとうございます。では、保健師さん４名増えるということで、大変

いい情報をお伺いしました。ちなみにこれは会計年度職員ですか。それとも正職員

ですか。  

〇次長兼総務企画課長  正職員で、定数の増というところでお願いをしてございま

す。以上です。  

〇鈴木  ありがとうございます。  

 最後ですが、議案 37号、学校給食センター事業特別会計予算なんですが、総額で

４億 9,500万から４億 8,300万に減額の予算になっておりますが、その辺の理由は何

でしょうか。  

〇学校給食センター所長  まず、減の理由ということですけれども、まず第１点は

給食費、賄い材料費ということになりますけれども、児童の減に伴うもの、これが

大体 500万ということになります。それから、あと備品購入のほうで、昨年まで継続

的にいろいろな調理機器を更新しておりましたけれども、それが一段落いたしまし

たので、それが大体 700万の減、合計で大体 1,200万、このような形になります。  

〇保育運営課長  先ほど鈴木委員から御質問がありました幼稚園費、7,600万ほど減

額しているというお話でございますが、令和元年 10月から幼児教育・保育の無償化

始まりまして、初めての制度ということで、これは一時預かりの保育料ということ

なので、その実績がなかなか見込むことができなかったということで、多めの金額



- 28 - 

 

を計上していたところなんですが、令和２年度になってその実績がある程度分かり

ましたので、それに伴って減額ということになっているところでございます。以上

です。  

〇阿比留  １点質問させていただきます。保育のあり方検討の件ですが、在り方や

方針の決定のプロセスについての疑問がありますので、ちょっと教えてください。

市役所では、基本的には方向性だとかというのを決めるのが仕事だと思っているん

ですけれども、これを外部に調査を委託して、その結果をもって決めるですとか、

いろんな方の意見をもらってから決めるとかという方法も当然あるわけで、今回の

検討会を立ち上げるというためには、市役所内でどんなことが足りなくてそんな方

向に持っていくのか、要は市役所の仕事を丸投げしているように見えなくもないん

ですが、そこら辺はどういうふうな制限があってこういう検討会にしたんでしょう

か。  

〇保育運営課長  在り方の検討ということで、保育運営課のほか関係する庁内の関

係課を集めまして、在り方の検討会の会議を６回ほど開催しているところです。こ

ちらは、来年度有識者を集めた懇談会を実施するということで、課題の洗い出しと

また整理を行ったところです。そこの中で課題としましては、障害児保育であった

り、障害児や支援が必要なお子さんの保育であったり、医療的ケアのそちらの方向

性であったり、あと公立、民間の役割、公立、民間の交流であったりとか、あと中

核市ということで指導監査、指導監督をすると。市のほうでするということになっ

ておりますし、また公立だけでなく民間との研修の体制であったりとか、あと保育

士の人材確保ということで、保育士が今足らない状況でありますので、そういった

ところの課題を洗い出しまして、保育園は公立だけではないので、民間園もござい

ますので、民間園も含めた形での柏市としての保育の在り方を検討しなくてはいけ

ないのではないかということで、懇談会を来年度開催したいというふうに考えてい

るところです。以上です。  

〇阿比留  柏市の保育の在り方というのは、柏市が主導して考えていくべきものじ

ゃないんですか。その検討会に委ねるという、そのものがすごく不安で、何が問題

で市役所だけでは検討できないのか。事前にデータをどれだけ取って、今方向性が

決まっているのか、そこら辺もはっきりしなくて、ただ何か全部丸投げのように見

えるんですけど、市役所って、方向性とかというのを役所の職員がしっかり検討し

て、任期のある任期制の方ですとか、そういう方には単純作業というんでしょうか、

そういうことをお願 いするというのが基 本的な考え方ではな いかと思うんですけ

ど、役所の機能が利いていないように思うんですが、この保育のあり方検討では何

が役所内で検討できない事項なんですか。  

〇保育運営課長  基本的に委員がおっしゃるとおり、在り方を最終的に決めるのは

市ということになると思うんですけれども、その懇談会の中では、我々が示すいろ

いろ検討してきたテーマであったりとか、それを投げかけさせていただいて御意見

をいただくということになります。その御意見を基にして、我々でどのような方向



- 29 - 

 

性になるのかというのも検討しまして、その後再来年度以降に子ども・子育て会議

でさらに会議のテーマとして上げさせていただくという形で最終的には決めていき

たいというふうに考えているところです。以上です。  

〇阿比留  では、今の段階でも保育運営課等、こども部の中では、ある程度十分検

討がなされているという認識でよろしいですかね。別に何も考えずに丸投げしてい

るじゃないということですかね。先日給食センターでいろいろ意見をもらえとかと

いう意見も当然ありますけれども、意見は重要ですけども、やはり考えるところは

しっかり考えていただかないといけないので、そういうふうな意見でちょっと質問

させていただきました。以上です。  

〇矢澤  それでは、一般会計予算のほうからいきます。これ補正のほうの減額補正

と関わることがあるので、その点につきましては補正のほうの中身を含めて伺いま

すので、よろしくお願いします。１点目、ＧＩＧＡスクール構想の問題です。これ

は、概要 32ページなんですけれども、いわゆる今言った減額補正のほうで、補正の

ほうですと概要版の４ページなんですけども、６億 8,300万と。この減額が契約実績

に合わせて減額とあるんですけども、何でこの６億円もの減額なのか。これ当然見

積りしたとは思うんですけども、この６億円もの減額というのはどうしてか伺いた

いんですけども。  

〇指導課統括リーダー  私どものほうの予算を頂戴いたしまして、積算をいたしま

して、設計額に対しまして実際の入札の結果、落札率が御勉強いただいて非常に低

廉に終わったという、いわゆるその契約差金ということになります。  

〇矢澤  安くなればいいというか、その辺は分かるんですけども、あまりにもこの

差が大きいところについては、最初の見積りの段階でのことで、もうちょっと考え

ていったほうがいいかなというふうに思いました。それで、今回ＧＩＧＡスクール

で１人１台のタブレットということで、特に校内の回線の整備とかいろいろやって

いると思います。この電磁波、大人もそうなんですけど、大人や子供の健康への影

響というのはどのように考えているんでしょうか。  

〇指導課長  電磁波の影響については、整備する段階で国が定める電磁波防護指針

というものがございますので、それにのっとって整備を進めているところでござい

ます。  

〇矢澤  総務省の防護指針というのは、例えばこれくらいの数値であればいいとか、

その範囲が健康との関係で決まっているんでしょうか。  

〇指導課長  健康の問題につきましては、ＷＨＯをはじめいろんなところで研究が

行われているところでありますけども、リスクの評価については結論に至っていな

いという状況にあるのではないかというふうに認識しております。ただ、電磁波過

敏症等の症状につきましては、現に存在するということは確認されているところだ

と思いますので、私たちとしては今後の専門機関の科学的根拠に基づく検証を見守

りながら対応していくというふうな対応になるかというふうに思っております。  

〇矢澤  日本は、その指針というか、防護指針、この基準が非常に低いというふう
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な声もありますので、今後子供たち、また先生も含めてなんですけども、この体に

対する影響ということについてはきちんと見ていっていただければと思います。そ

してあわせて、今電磁波過敏症ということがありましたけども、タブレット、家庭

でもそれを使ってやるというふうなことで広げていくという話も聞きました。タブ

レットの貸出しを行う際に、希望があれば、ＵＳＢ接続の有線ＬＡＮのやつ、アダ

プターのを用意して貸し出すというふうなことも含めて、保護者のほうからお話が

あるという場合なんですけども、そういうふうなことであった場合については貸出

しするような用意をしていっていただきたいと思いますけども、どうでしょうか。  

〇指導課長  委員御心配になっているとおりだと思いますので、無線だけではなく

て、有線での接続のほうの家庭での対応も講じてまいりたいと考えております。以

上でございます。  

〇矢澤  よろしくお願いします。  

 部活動の推進についてお聞きします。本会議でも説明がありました。中学校を区

分けして、ニーズに応じて社会団体、体育団体とか文化団体を立ち上げるというふ

うな話もありました。この立ち上げるというふうなこと、この新規に立ち上げる、

また今ある団体、その辺のところの関係はどうなるんでしょうか。  

〇指導課長  新たな団体を立ち上げる、あるいは現在存在しているスポーツクラブ

等を活用していくと、その両面の方向で考えております。  

〇矢澤  それでは、説明書にある委託の 256万 7,000円というのはそういう取組をし

ていくというふうなことの予算ということでよろしいんでしょうか。 487ページか

な。  

〇指導課長  おっしゃるとおり、この 256万 7,000円の中の 167万 5,000円が地域部活

動推進事業委託に充てられる金額になっております。  

〇矢澤  分かりました。地域移行が困難な地域の学校という、そういう本会議の答

弁もあったんですけども、この地域移行が可能とか困難というのはどういうふうに

して判断しているんでしょうか。  

〇指導課長  構想では、市内を５つぐらいのエリアに分けて地域総合スポーツとい

うことで進めていくつもりではございますが、遠くにある学校もございますので、

そこのところになかなか集まることが難しいような部分も出てくるかと思います。

あるいは、種目によってはなかなか立ち上げにくい種目もあるかというふうに思っ

ておりますので、そういったものにつきましては立ち上げにくいというふうな表現

をさせていただいております。また、この対応につきましては、部活動指導員とい

う形で対応してまいりたいというふうに考えております。以上でございます。  

〇矢澤  分かりました。  

 次に、学力・学習状況調査、説明書 491ページなんですけれども、これは補正のほ

うでも、今回やらなかったので、減額補正もたしか出ていたと思います。この学力

・学習状況調査は、この委託業者、採点とか評価とか、そういうのをしているんだ

と思うんですけども、委託業者はどちらですか。  
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〇教育研究所長  委託業者に関しましては、今令和４年度の契約に向けて調整して

いるところですので、また決まり次第決定していきたいと思います。  

〇矢澤  この来年度予算の 3,480万 8,000円というのは、これは委託料と考えてよろ

しいですか。  

〇教育研究所長  そのとおりでございます。  

〇矢澤  この契約は競争入札ですか。それとも、そうではない形でしょうか。  

〇教育研究所長  こちらは、学習状況の質問項目につきまして柏市独自の内容とな

っております。教育委員会各課が各施策の評価として活用しておりますので、これ

につきまして各社の標準仕様を比べて、それから柏市独自の仕様と比べまして、対

応できる業者が１つだったので、この年は随意契約とさせていただきました。以上

でございます。  

〇矢澤  そうしますと、この評価の基準というか、そういうのがきちんとあった上

で、その評価の基準に合わせて、できるところというふうにして判断しているんで

しょうか。  

〇教育研究所長  そのとおりでございます。  

〇矢澤  では、後でちょっとその選ぶ基準というのは教えていただければと思いま

す。あと、今年度はコロナの関係でやっていないとは思うんですけれども、学校現

場としますと、４月によく国の学力調査、あと市の学力調査が同じ時期にあるとい

うことで、非常に学校の中でも大変だという声は現実に聞いております。これ毎年

やらなければならないのかというふうな声もあるんですけれども、その辺はいかが

ですか。  

〇教育研究所長  学力・学習状況調査の結果は、子供の学力の一部ではございます

が、児童の学習の理解度であったり学習状況の部分であったり、双方を関連づけま

して、授業づくり、それから学級経営づくりに活用できるものと考えております。

ただ単に学校や市としての学習状況の傾向を単純に把握するものでしたら、そうい

った考えもあると思いますが、児童生徒一人一人の成長の様子であったり子供の変

化を捉えて指導改善に生かすためにはやはり毎年の実施がよいと考えております。

以上です。  

〇矢澤  よく社会問題になっているので、点数を公表するとか、これは全国の学習

調査なんですけども、そのようなことで点数を上げようとして、その前にはドリル

学習とか過去問をやるとかということで社会問題になったりします。これが教育と

はかけ離れたものであることは分かっていると思うんですけども、市内ではそうい

うふうな特別の対策を立てるような学校とか、そういうことをやっているとかとい

うふうなことはありますでしょうか。  

〇教育研究所長  教育委員会としましては、そのような学校はないと考えておりま

す。  

〇矢澤  ぜひ子供たちのためというふうなことを考えたときに、そのようなことが

起こらないようにということでお願いしたいと思います。  
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 水泳授業の民間委託事業について、概要版でいいますと 32ページ、説明書は 480ペ

ージなんですけども、先ほども話がありました。今年度はできなかったんですけど

も、来年度は同じ学校でモデルでやるというふうなことでしょうか。  

〇指導課長  今年度と同じ３校で実施をする予定でございます。  

〇矢澤  そうしますと、減額補正のところで 959万かな、それが今度の新年度予算で

すと 697万 5,000円と大分少なくなっているんですけど、この金額の違いはどういう

ことなんでしょうか。  

〇指導課長  今年度の見積りに合わせて額は設定させていただきました。  

〇矢澤  昨年度この金額というのは、何でこんな高いのかと。  

〇指導課長  昨年度この額で設定をさせていただいたんですけども、入札の結果、

この程度の額ということで昨年度は収まりましたので、今年度もこの額でというこ

とで想定させていただいております。  

〇矢澤  分かりました。先ほど今後民間委託した場合はプールは要らなくなるとい

うふうなことで、プールをなくしてしまうようなことがちょっと話にあったんです

けれども、民間委託の場合は、民間業者が撤退するということもあり得るわけで、

そうした場合、このプールがなくなっちゃったら、民間業者が撤退しちゃった場合

はできなくなっちゃうというふうなことも考えられるんですけども、その辺はどう

考えていますか。  

〇指導課長  今市内に 20弱ぐらいのスポーツスイミングクラブがあるかと思います

ので、そういったところで対応を図っていくということになるかと思います。ある

いは、学校のプール全てを廃止することにはならないと思いますので、近隣の学校

のプールを使い合わせるというような形での対応も可能かなというふうに考えてお

ります。  

〇矢澤  その辺のところは、本当に慎重に考えてやっていただきたいなと。本当に

今様々な経済状況の中で民間の撤退というのもあり得ますので、子供たちにいい教

育をするというふうなことについては、いい側面とかあると思うんですけども、こ

れが実際できなくなるというふうなことにならないような、その辺の検討もきちん

とやっていっていただければと思います。  

 次に、就学援助について伺います。報告書 492ページです。これも減額補正で今回

ありました。修学旅行とか、そういう大きなことができなかったというふうなこと

で減額されていると思います。今回できなかったけども、泊を伴わないものという

ふうなこととかいろいろ工夫して学校で取り組んでいると思いますけれども、修学

旅行や林間学校の取組、何もという言い方はちょっとおかしいけど、その代わりに

なるものも含めて取組ができなかったという学校はありますか。  

〇指導課長  何もできなかったというような学校はございます。  

〇矢澤  私は、学校それぞれの事情とかコロナ関係もあったりして、一概に絶対何

かやらなくちゃいけないというようなことは考えないし、学校それぞれの事情はあ

ると思いますので、学校判断はそれはいいと思うんですけれども、ただ保護者から
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は、ほかの学校はやっていても、うちの学校は全然やってくれないみたいな声も実

際あって、保護者や児童生徒の声をどういうふうに聞いていくのか、そこは非常に

大切なところだと思うんです。取組ができなかったという学校は、児童生徒や保護

者に説明なり声を聞くなり、これはどういうふうにやったか、教育委員会は捉えて

いますでしょうか。  

〇指導課長  全てを把握しているわけではございませんけれども、保護者の声等の

把握ということで、ＰＴＡの役員会であったりとか、あるいは学級懇談という保護

者会、あるいは文書の配付等によって意見を聴取したり、あるいはアンケート調査

を行った学校もあったというふうに把握しております。以上でございます。  

〇矢澤  必ずしも本当に全てのところに行き渡るには難しいところがあると思いま

すけれども、ぜひ保護者、子供たちの声を聞いてとか、きちんと知らせてというふ

うなところについては、こだわってやっていっていただければなと思います。  

 次に、コロナの問題を含めての格差、特に収入が少ない方のところへの影響が大

きいというのは今年度の中であったと思います。そういう中で、教育委員会では、

就学援助の拡充といいますか、その辺の検討は行っているんでしょうか。  

〇学校教育課長  まず、現状の制度をきちんとお伝えするというところがまず大切

だと思っておりまして、今年度に入って特にコロナ禍で収入が激減した御家庭につ

いても対象となる旨を広報で重ねてお知らせするとともに、通常であれば年度当初

に学校を通じて保護者宛てにお知らせをするんですけれども、秋口にも再度また学

校を通じて保護者に就学援助の御案内を差し上げたところです。また、費目の拡大

であったり支給額の拡大というところなんですけれども、これは支給方法を含めて

毎年いろいろカスタマイズはしております。具体的に申し上げますと、今年度中学

校入学準備金の支給時期を３学期であったものを２学期に前倒ししたりですとか、

あと来年度予算につきましては新入学用品費の一部引上げ等を行っております。そ

の他いろいろ費目の拡大、自治体によって差はありますけれども、こういった部分

につきましては財源の確保というところもセットで考えていかなければなりません

ので、慎重に検討してまいりたいと考えております。以上でございます。  

〇矢澤  ありがとうございます。今学校を通じて秋口に知らせたというふうなこと

で、これはすごく私はいいなと思うんですけども、これはいわゆる受給のお知らせ

というか、こういうのがありますよというお知らせを児童を通じて配ったというこ

とでよろしいですか。  

〇学校教育課長  制度として、委員がおっしゃるように、そういうのがありますと

いう御案内なんですけれども、今年度は特にコロナ禍により世帯収入が著しく減少

した場合は対象となる可能性がありますので、御申請等の御案内を差し上げたとい

うところでございます。以上でございます。  

〇矢澤  すごく私はいいなと思いますので、今後も子供たちの支援ということで就

学援助の拡充をぜひ行っていっていただければと思います。自治体によっては、全

員の子供に就学援助のお知らせを配って、一応全員から回収するというふうなこと
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をやって、誰もが。いわゆる申請したい人だけがやるというふうになると、ある意

味では目立っちゃうということで、全員から一応集めますよというふうなことをや

っているところもあるということをお聞きしましたので、ぜひ検討していただけれ

ばと思います。  

 次に、国際理解教育に関する事業、481ページなんですけども、今いる子供たちに

対して国際教育、いろんなことをやるというのはいいんですけども、日本に来てい

る外国籍の子供とか、籍は日本にあったとしても日本語が不自由というか、そうい

うふうな子供たち、こういう子供たちに対する支援というのはどのように行われて

いるでしょうか。  

〇指導課長  帰 国あ るいは外 国人の児童 生徒について の日本 語の支援ということ

で、柏市帰国・外国人児童生徒日本語と学習支援の会という会がございますので、

そちらのほうと柏市が協定を結びまして、支援者を派遣していただくような形で校

内において支援をしているところです。  

〇矢澤  これは、今私が言った 481ページの予算の中に入っているものですか。それ

とも別でしょうか。  

〇指導課長  481ページの報償費の中の報償金、 700万があるかと思います。これが

この支援の報償費に当たります。  

〇矢澤  分かりました。いわゆる学校別に違うんだろうと思うんですけども、今私

が言った外国籍、外国から来て、日本語が不自由な子供が何人ぐらいいるかという

ことはつかんでいますでしょうか。  

〇指導課長  今小中学校に在籍しておりまして日本語の支援が必要な児童生徒とい

うことで、現状 80名ちょっと、私たちが把握した時点では 83名ということで把握を

させていただいております。  

〇矢澤  分かりました。ぜひそういう子供たちに対する支援も強めていっていただ

ければと思います。  

 校外学習用バス派遣事業について、これも減額補正だったんですけれども、昨年

の予算ではスクールバス派遣事業となっていて、来年度のやつには校外学習用バス

派遣事業と書いてあるんですけど、これは同じものでいいんでしょうか。  

〇学校教育課長  同一の事業でございます。  

〇矢澤  コロナでそれこそ校外学習できなくなってしまったというのがあると思う

んですけども、同じ事業を来年度やろうとしたときに、やはりまだコロナの関係で

密にしないようにするためには、バスが例えば今まで 40人乗れたのが 20人しか乗れ

ないということもあると思うんですが、この予算としては増えていないし、若干減

っているんだけども、これやろうと思ったらバスの台数は増やさなくちゃいけない

と思うから、本来は予算が増えなくちゃいけないんじゃないかというふうに思うん

ですけれども、この辺はどうなっているんでしょうか。  

〇学校教育課長  委員御指摘のとおり、特に今年度に当たりましては４月から７月

頃までこの校外学習用バスの運行というのをコロナ禍でストップしておりました。
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それ以降、密を避ける形の運行を繰り返していたところなんですが、大体７割程度

使用しなかったというところでございます。一方で、今年度の予算との比で１割程

度減額しているという部分の御指摘だと思うんですけれども、こちらにつきまして

は、平均各学校、過去２か年、３か年で使用している回数というのを我々精査した

ところ、若干ここのところ数年不用額を大きく出し過ぎていたというところもござ

いましたので、500万以上の不用額が出ていましたので、そういったところも精緻な

積算に努めたということで、委員がおっしゃるように、教育活動を制限するような

予算の取り方をしているものとは考えておりません。以上でございます。  

〇矢澤  分かりました。では、コロナがどこまで続くか分からないんですけども、

そういうふうな中で需要がそこまであるかどうかというのもまた分からないんだけ

ども、基本的には学校現場でこういうふうな取組をしたいという場合についてはそ

れができるようにということで、その辺のところは予算がないからできないとかい

うふうなことはないと考えてよろしいでしょうか。  

〇学校教育課長  しっかり対応していきたいと考えております。  

〇矢澤  よろしくお願いします。  

 次に、給食管理事業で 546ページ、説明書なんですけれども、ここに委託料という

ことで学校給食調査委託というのがあります。これはどんな調査ですか。  

〇学校保健課長  こちらにつきましては、学校給食将来構想案の検討におきまして

旧沼南地域の自校方式調理場の整備可能性の検証をしたところなんですが、学校の

敷地面積が狭く、全ての学校に調理場を整備することが困難ということが分かって

おります。このことによりまして、引き続き給食センターを維持していく必要があ

るということが明らかになりましたことから、この給食センターの建て替えに当た

っての経費と考えております。給食センターの建て替えに当たりましては、設備の

規模にかかわらず、想定される事業費の大きさから、ＰＦＩの導入可能性など、事

業手法の調査が必要になるとともに、安全性の確保をはじめ将来構想に掲げていく

基本方針に沿った施設の整備、維持管理、運用、そういったものの要求水準を設定

するための調査委託として予算のほうを計上しております。以上です。  

〇矢澤  これは入札で行われるんでしょうか、業者選定は。  

〇学校保健課長  一般的な内容としましては、競争入札で決めていくことになるか

と思います。以上です。  

〇矢澤  今構想案に沿ったセンターの建て替えというふうな感じのことが言われま

した。この間の本会議等の論議の中でもアンケートを取っていくというふうなこと

がありました。市民アンケートというか、保護者アンケートというか、このアンケ

ートを取るための必要経費というのはこの中に入っているんでしょうか。  

〇学校保健課長  予算要求時は、 10月ぐらいでしたので、今言った事業手法の調査

であったり要求水準の設定ということでしたが、本会議の中でも御答弁がありまし

たように、保護者に対するアンケートのほうも実施していきますので、この予算の

ほうを有効に活用していきたいと考えております。以上です。  
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〇矢澤  アンケートを取って、それから声を聞いていくというふうなことで話もあ

ったんですけれども、３月中に構想案を決定するというふうな話もありました。こ

れは、今回パブコメですか、パブリックコメント、私もこれ全部読ましていただい

たんですけども、この中にも市民や学校関係者からの意見を聞く、この聞き方につ

いての問題点も指摘が結構多かったと思います。このアンケートは、構想案が決定

してしまいました。その上でのアンケートというふうになるんでしょうか。  

〇学校保健課長  本会議のほうで答弁もありましたように、今回給食施設の更新を

していくに当たっては、安全安心な給食を提供していくということが最も重要であ

ると考えております。そのためには、学校給食衛生管理基準、ここに沿った施設と

いうものがまず大前提にありまして、その上で各意見のほうをいただきました。食

育であったり、学校運営面の配慮というものが必要になっていくというふうに考え

ております。こういった面に関しましては、その安全安心ということを考えたとき

には、まずセンター方式、要は現在地では造れないということでは、そういったも

のを基本とした構想案というものをまず設定しまして、その上で今度は実際にその

構想案に沿った具現化、具体的な整備計画を立てるに当たって、そこで保護者のア

ンケートであったり学校関係者の意見をさらに聞いて、実際の建物を建てていくと

いうことを考えていきたいと考えております。  

〇矢澤  そうしますと、予定どおり構想案というのは３月中に決定して、このとお

り今後やっていきますよというふうなことを決定してしまうと。その上でのアンケ

ートと。私は、それはちょっと違うと思うんですけども、教育委員会はそのように

考えているんですか。  

〇学校保健課長  現時点におきましては、この議会も含めていただいた意見を踏ま

えますと、安全安心ということを第一優先に考えたときには、それを実現すること

が優先かなということで今最終方針を決めている最中でございます。  

〇矢澤  教育長に伺いますけれども、これはもっとしっかりと意見を聞いて決めて

いったほうがいいと思うんですけども、教育長は行政方針の中で３月中にというふ

うなことでも話していました。これは、もっとしっかり声を聞いていったほうがい

いと私は思っているんですけども、この辺はどのように考えていますか。  

〇教育長  構想についてなんですが、構想は構想として決定して、それからそれを

実際に具現化するに当たっていろんな意見を聞いていきたいと考えております。以

上です。  

〇矢澤  確認ですけれども、そうするとセンター方式での学校の給食室の対応は今

後その方向でやっていくということで、もうある意味では教育委員会は今年度中に

決定するというふうになりますか。  

〇教育長  将来的な構想としては、そういう方向で今動いております。以上です。  

〇矢澤  しっかりと市民の意見を聞いてから決めるように私は求めておきます。  

〇委員長  換気のため暫時休憩いたします。  

              午後  ３時４９分休憩  
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                  〇            

              午後  ３時５５分開議  

〇委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。  

〇矢澤  それでは、先ほどの給食管理事業のことで、さっきアンケートのことがあ

りました。このアンケート内容の決め方なんですけども、どうやってアンケート内

容を決めていくのか。先ほどの保育のほうでは、検討委員会でとかというふうなこ

ともありましたけども、このアンケート内容の決め方についてはどのように考えて

いるか、お示しください。  

〇学校保健課長  まだ具体のほうは決めていませんが、考え方としましては、他市

でも実施している事例がありますので、そういったものを見ながら、まず教育委員

会の中で基本的な考え方を整理していきたいと考えております。以上です。  

〇矢澤  私は、現場の栄養士さんとかというようなところ、そういう人たちの声も

しっかり聞きながら決めていただければと思います。  

 次に、文化財保護事業について伺います。 522ページ、説明書なんですけれども、

来年度予算で新たな埋蔵文化財発掘等と予算はありますでしょうか。  

〇文化課長  具体的に新たな発掘調査場所が決まっているわけではないんですが、

随時上がってきます民間の開発事業、それから突発的な公共事業に伴って発生する

発掘調査に対応できるよう、例年どおりの予算を確保しております。以上です。  

〇矢澤  私としては、市民も学校の子供たちも現地で直接見学できるとか体験でき

るとか、そういうふうな取組がぜひ欲しいなと。その発掘等があったときには、そ

ういうふうなことも考えて計画してほしいなと思うんですけれども、いかがでしょ

うか。  

〇文化課長  文化課としましても、多くの子供たちにそういう機会を設定したいと

思っておりますが、発掘現場の交通の便や安全性、それから大きいのが、工事、開

発事業をストップして発掘調査に当たっていますので、その辺の工程等の調整が条

件が整ったときには、そういう機会を設けたいというふうに思っております。以上

です。  

〇矢澤  分かりました。ぜひお願いします。あと、展示室で来年度の主な取組とし

て計画しているものがあったらお示しください。  

〇文化課長  現在芹沢銈介さんの染色工芸の展示会を６月まで予定しております。

その後については、まだ決定はしておりませんが、夏休みに向けて、発掘現場で得

た考古学系の展示、秋から冬にかけて古文書や位置図など、また歴史系の展示、そ

ういったものの企画を今まだ練っている段階で、具体的に示せるものはないんです

が、今そういうことを考えております。以上です。  

〇矢澤  ぜひ地域のことが分かるような、昔が分かるような、そういう取組を期待

しています。よろしくお願いします。  

 次に、新型コロナの対策について、概要版でいいますと 45ページなんですけれど

も、伺います。新型コロナ感染症医療費公費負担２億 4,672万となっておりますが、
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これはＰＣＲ検査関係の予算だと考えてよろしいでしょうか。  

〇保健予防課長  今委員お示しの２億 4,672万 5,000円の部分については、新型コロ

ナウイルス感染症の患者の入院医療費の公費負担分及び病院、それからクリニック

等で医師が必要と認めた患者に対するＰＣＲ検査及び抗原検査の検査料の負担分と

いうことになります。以上です。  

〇矢澤  分かりました。この中には、無症状の感染者の存在を調べるような、そう

いう取組の予算というのは入っていないということでよろしいですか。  

〇保健予防課長  い わゆる施設のスクリ ーニング的なＰＣＲ 検査の部分について

は、ここには含まれていないということです。以上です。  

〇矢澤  分かりました。千葉県は、高齢者施設の職員のＰＣＲ検査 を３月中に行う

というふうに決めて取り組んでいるということなんですけども、柏市はどのように

関わっていますか。  

〇保健予防課長  高齢者施設の従業員のＰＣＲ検査関係につきましては、２月４日

に国から文書で要請がありまして、２月 12日、柏市から千葉県へ計画書の提出が完

了しております。その後、随時準備段階、準備を踏みまして、３月４日から検査を

実施しておりまして、今現在、３月 15日現在 1,939件実施しまして、うち陽性例はゼ

ロということになっております。以上です。  

〇矢澤  分かりました。この対象施設というか、またこれ希望者でやるんだと思う

んですけど、対象施設と、どのくらいの施設が希望しているか、お示しください。  

〇保健予防課長  ３月検査を希望する施設は、全て高齢者施設、 81施設というふう

に聞いております。以上です。  

〇矢澤  対象となる施設というのは、どういう施設なんでしょうか。数字も含めて

分かったら教えてください。  

〇保健予防課長  もともとエントリーがあった施設が 106施設、うち高齢者施設が

82施設で、そのうち３月検査を希望する施設が 81施設ということなので、エントリ

ー自体は 106施設に及んでおりまして、分母については、市内施設 172施設が全て対

象とする場合は該当するということになります。うち高齢者施設が 136施設、そのう

ちエントリーが 106施設ということになっております。以上です。  

〇矢澤  分かりました。本当に今そういう取組がもっともっと広がっていくことが

大切かなというふうに思っています。  

 保健所体制の強化について伺います。説明書ですと 311だと思います。ここでは、

保健師の報酬が 443万 2,000円、昨年は 160万 3,000円だったので、３倍近くになって

います。また、新型コロナ対策として保健師報酬が 1,208万 7,000円と計上されてい

ます。これは、具体的にはこれで保健所体制がどういうふうに強化といいますか、

充実することになるんでしょうか。  

〇保健予防課長  保健所センターの正規職員の保健師の充実については、先ほど保

健所次長から御説明したとおり、正規職員の増員、保健予防課を中心に増員が行わ

れるということは先ほどお伝えしたとおりなんですが、こちらの 315ページの保健師
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報酬、一番下の保健師報酬（専門）（新型コロナ対策）、ここの部分につきまして

は、保健師の臨時職員、実は我々昨年から正規職員で新型コロナウイルスの相談対

応も随時行ってきたところでしたが、コールセンターの立ち上げ、それからコール

センターの回線数の増加によりまして保健師の雇用ニーズが発生しまして、それに

伴いまして保健師を配置しております。そこの部分のコールセンターの保健師の報

酬ということになります。以上です。  

〇矢澤  そうしますと、コールセンターの人事の配置の関係で正規の職員も増えた

というふうな話もあったんですけれども、この予算はコールセンターの相談体制の

強化というふうになると、ちょっと正規がどれくらいに充実されたのか分からない

んですけれども、このことで、本会議でも出ましたが、職員の超過勤務の状況がひ

どいというふうな話もありましたけども、この今回の新年度への予算、その中で人

事も含めて職員の超過勤務がどれくらい改善されるのかなというふうなことを知り

たいんですけども、いかがでしょうか。  

〇保健予防課長  委員に御懸念いただいているのは、大変我々もありがたく存じま

す。保健師については、先ほど保健予防課の正規職員が来年度から増員されるとい

うお話をさせていただいたところですが、実は新型コロナウイルス対策チームは、

併任辞令で保健師、他部署から 15名程度、それからあと事務職も併任辞令で、最大

30名以上の併任辞令を今まで受けておりまして、患者数の増減に伴いまして業務量

の波があるものですから、今現在は、いわゆる従量制といいますか、患者数に応じ

て可変型で伸縮したりするような形を取っておりまして、随時患者が増えた場合は

併任辞令を増やしていただくと。患者が減ってきて業務量が縮小すると元の所属元

にお帰りいただくという、そういった形の形態を取っております。その中で保健師

は非常にコロナチームの対策のコアの部分を担っておりますので、実際併任辞令を

相当数つけていただいて、大変我々業務的には非常にやりやすくなった部分がある

んですが、どうしても時間的な拘束、朝から遅い時間ですと 10時、 11時に病院から

発生届、また救急隊からの電話などが随時ある関係で、どうしてもその保健師の部

分のいわゆる残業代の縮減という部分は非常に大きな課題に今後もなってくるかと

思います。一方で、事務職については、シフト制を４月から組む体制をしいており

ますので、いわゆる事務職が朝から晩まで、夜遅くまでいる形ではなく、朝来て夕

方帰る職員、それから昼から来て夜若干遅くまで残る職員と、そういった形でシフ

ト制で残業代の縮減を図っていこうというふうに考えております。以上です。  

〇矢澤  医師、看護師のところでの勤務を改善させるという点では、まだちょっと

十分ではないというか、現実のコロナの推移によって変わってくるのかもしれない

んですけども、それにしても土日とか夜とか対応があると思うので、大変な状況で

働いているんだと思います。やり方によって少しでもそこら辺のところが改善され

ていけたらなと思うし、その辺の取組は全庁でやっていただければと思います。こ

の新型コロナの対応というのは、絶対４波は起こさないほうがいいんですけども、

どうしても新型コロナの変異種がまた広がるというようなこともあります。これを
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しっかり抑えていくのが課題なんだけども、私はこの予算の中では、十分な対応、

社会的検査がやっぱり必要だと思うんですけども、それも含めてまだ十分な予算が

組まれていないというふうに思っています。その辺ちょっと残念なので、ぜひこれ

からは変えていっていただければと思います。  

 次に、配食サービス業務委託で、これは概要の 45ページに出ているんですけれど

も、これは補正でも出されていました。今新規感染者が減ってきているとは思うん

ですけども、この自宅療養をしている方というのは実際今は何人ほどいらっしゃる

んでしょうか。  

〇保健予防課長  リアルタイムの数字はちょっと今手元にないので、後ほど確認し

ますが、いわゆるピーク時、相当数……すみません。総務のほうからお答えします。 

〇次長兼総務企画課長  昨日現在で七、八名程度だったかと思います。  

〇矢澤  この配食サービスというのは、孤立している人だけに行うものなのか、そ

れとも１人だけで住んでいるという方じゃなくても配られるのか、その辺はどうな

っていますか。  

〇保健予防課長  いわゆる独り暮らしの方以外にも、家族全員が感染して外に買物

に行けないとか、そういった事情を抱えるような方々についても配食サービスの提

供対象としております。以上です。  

〇矢澤  濃厚接触者というふうな形になってしまえば、買物に行けないとか、いろ

んなことがあると思います。人数的には減ってきていますけれども、増えないほう

がいいと思いますけれども、ぜひ必要な体制でこれからも行っていっていただきた

いと思います。  

 最後に、病院会計のことでちょっと伺います。病院会計、コロナの影響で収入が

大幅減になっていると思うんですけども、詳しい数字はいいんですけども、収入の

大幅減の状況というのはどうなんでしょうか。  

〇医療公社管理課長  柏市の病院事業会計に関しましては、指定管理者制度を採用

しておりまして、病院事業の売上げは直接柏市病院事業会計に入ってきておりませ

んので、影響はほとんど受けておりません。ただし、指定管理者である医療公社の

病院事業に関しましては、今委員おっしゃられたとおり、外来患者数、入院患者数

とも大幅に減少しておりますので、医業収益自体は減収しております。ただし、国

や県の補助金を活用しておりますので、医療公社ではそちらで多くの部分で補填が

できているのではないかと考えております。以上です。  

〇矢澤  新型コロナの緊急包括支援交付金というのは、これも入っていると思うん

ですけども、こういうのは予算に反映するんですか。  

〇医療公社管理課長  柏市のこの予算には反映しておりませんが、新年度におきま

しても、医療公社の病院事業におきまして必要に応じて、その交付金を財源とした

県の事業、補助金にエントリーしまして、必要な財源を活用して、赤字にならない

ように対応していくことになるかと思います。以上です。  

〇矢澤  分かりました。新型コロナ感染症に係る公営企業の特別減収対策企業債と
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いうのがあると思うんですけれども、この発行というのは考えていないんでしょう

か。  

〇医療公社管理課長  そちらの起債の発行は考えておりません。以上です。  

〇委員長  ほかにありませんか。   なければ、質疑を終結いたします。  

 これより順次採決いたします。  

                              

〇委員長  まず、議案第 31号、当委員会所管分について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手多数であります。  

 よって、議案第 31号、当委員会所管分は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。  

                              

〇委員長  次に、議案第 34号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 34号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 35号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手多数であります。  

 よって、議案第 35号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 37号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 37号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 38号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 38号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 40号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 40号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  以上で第１区分の審査を終了します。  
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 次に、第２区分の審査に入りますが、関係しない執行部の方は退席されて結構で

す。御苦労さまでした。あわせて、関係する各課で入室していない方は入室をお願

いします。  

                              

〇委員長  それでは次に、議案第２区分、議案第 23号、専決処分について（令和２

年度柏市一般会計補正予算について）、議案第 24号、令和２年度柏市一般会計補正

予算、当委員会所管分について、議案第 26号、令和２年度柏市介護保険事業特別会

計補正予算について、議案第 28号、令和２年度柏市母子父子寡婦福祉資金貸付事業

特別会計補正予算についての４議案を一括して議題といたします。  

 本４議案について質疑があれば、これを許します。  

〇山下  24号の一般会計の補正予算について２点お尋ねいたします。歳出の中の学

校教育活動への支援と学校財務室の件に関してなんですけれども、この補助金とい

うのは学校ごとに申請していくものでしょうか。  

〇学校財務室長  こちらのほうで学校規模に応じて交付するものでございます。現

金で取り扱うように交付いたします。以上です。  

〇山下  今年度国からのコロナ対策の補助というのがあったと思うんですが、その

ときの申請の方法であったり交付のことなどの経験というのはどのように生かされ

ていくでしょうか。  

〇学校財務室長  今年度補正予算等で学校に配当しました現金は、現金出納簿など

でしっかり管理をしていただいて、ほぼ予定どおり執行しております。 70％ほど執

行しております。今年度もそういった現金出納簿、支出伺書などをしっかり学校で

管理していただいて、支出を適正にしていただくよう努めてまいります。以上です。 

〇山下  様々な学校側の要望であったりとか対策に使いやすい方法とか、そういっ

たものがあるかと思います。ぜひ財務室のほうでその辺りを酌み取って、有効に申

請できるようにサポートをお願いしたいと思いますが、どのような取組がなされて

いますでしょうか。  

〇学校財務室長  科目が決まっておりますので、その科目の中で十分学校のニーズ

に応えられるように検討してまいりたいと思います。以上です。  

〇山下  学校も今大変な中だと思いますので、サポートをよろしくお願いいたしま

す。  

 次に、歳出の中の自宅療養者への支援、保健予防課のこの件についてお尋ねいた

します。ここで自宅療養をする者にというふうに対象者がなっているんですけれど

も、これは柔軟に対応するというか、感染症にかかって自宅療養する者に限られる

ものでしょうか。あるいは、相談などに応じて何か対応というんですか、この対象

者をかっちりと決めるものなのでしょうか。  

〇保健予防課長  配食サービスに関しましては、医療機関から発生届があった際に

担当保健師が患者、それから患者周辺の家族等の調査を行いますが、調査を行う中

で、いわゆる療養期間、特に在宅療養期間においてその患者様が必要な食料を調達
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できない、もしくはストックがそもそも家にないというあたりを聴取しまして、必

要な方に提供していくというものです。以上です。  

〇山下  例えばお聞きしたかったのは、独り親であったりとか、あるいは介護され

ている御夫婦とか、そういった場合についてはどのような形になるんでしょうか。  

〇保健予防課長  必要なサポートが受けられるかどうかというところも吟味します

が、最終的には対象とする形で進めております。以上です。  

〇山下  この事業に関してはそういうことになるかもしれないでしょうけれども、

その対象となった感染された方がいて、その子供であったり介護される側の人であ

ったりという方のことも考えたサポートなどをお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。  

〇保健予防課長  こちらは、要は目的が円滑な自宅療養の継続ということですので、

その目的をなし遂げるためのサポートの支援事業ということですので、その辺は柔

軟に考えていきたいと思います。以上です。  

〇武藤  補正予算の概要の６ページ、私立保育園の整備事業の実施状況に合わせた

補助金の減額が６億 21万 3,000円ということですが、これはどういうことでしょう

か。  

〇次長兼保育整備課長  今回の減額につきましては、保育園の整備の減額になりま

すけれども、当初予算で見込んだ園数につきましては５園、実際に整備できたのが

５園ということで、数自体は変わらないんですけども、こちらの補助金が保育園と

かこども園とかによる施設の形態であるとか施設規模、あるいは社会福祉法人なの

か株式会社なのかの整備主体によって補助金の額が大分変わってまいります。今回

について言えば、当初社会福祉法人による整備を４園見込んでいたんですけども、

これが社会福祉法人１園と株式会社による整備が３園になったということで、社会

福祉法人と株式については１園当たり大体２億円ぐらい補助金の差があるというと

ころで今回６億ほどの減額補正をしたというところでございます。以上です。  

〇武藤  今回社会福祉法人が予定していたところよりも株式会社が多かったので、

補助金が減額されたということなんですが、柏市は株式会社の保育園を増やしてい

くという方針ですか。  

〇次長兼保育整備課長  株式に限らず、待機児童対策ということで、保育園につき

ましては、定員の増加が見込まれているうちは当然整備をしていくという考えでご

ざいます。以上です。  

〇武藤  株式会社の保育園というのは、利益優先になって、もうからなければ撤退

するということも懸念されます。その点についてはどうですか。  

〇次長兼保育整備課長  保育園につきましては、その整備主体も当然ですけども、

その質をきちんと確保していくということにつきましては社福も株式も同じかなと

考えております。そういった中で、国なり市が定める基準に基づいてきちんと運営

されるように、市もそこはきちんと見ていきたいと思います。以上です。  

〇武藤  子供たちを安心して預けられるような保育環境をつくっていただきたいと
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思います。以上です。  

〇鈴木  補正予算のウの減額補正のところで、そこのア、住宅確保給付金の給付に

関して減額をしておりますが、その申請件数の状況、何件予定していて何件だった

のか、報告をお願いいたします。  

〇生活支援課長  住居確保給付金に関しましては、当初５月が一番新規申請が多く

なりまして、134件あったところで増額したところでございます。現在に関しまして

は、新規申請件数が約 20件前後となっております。以上です。  

〇鈴木  トータルで何件予定の何件でしょうか。  

〇生活支援課長  新規の件数におきましては、現在のところ新規件数のトータルと

いうのが積み上げになってきますので、新規の積み上げで 123件、最大今９か月の延

長プラス３か月延長で１年まで延長できるようになっていますので、延べの件数で

いいますと今 193件になっております。  

〇鈴木  計算が難しいということがよく分かりました。ありがとう ございます。  

 では、次がスの小規模保育園施設補助金、5,200万ですか、この減額の詳細をお示

しください。  

〇次長兼保育整備課長  こちらは、いわゆる通常の保育園ではなくて、定員が 19名

以下の小さな保育園の整備に対する補助事業でございます。こちらにつきましては、

毎年公募をして事業者を募集しておるところですけども、２年度におきましては応

募事業者がなかったというところで、その分減額補正をしております。以上です。  

〇鈴木  ありがとうございます。  

 最後ですが、マの給食管理事業のところで、夏休み短縮に伴い、修繕や給食用品

の購入を見送ったことによる減額となっておりますが、１億 4,500万ですか、その詳

細をお示しください。  

〇学校保健課長  全体としましては１億 4,500万円となっておりますが、そのうち当

初夏休み期間から開始を予定していました十余二小学校、こちらの改修工事を見合

わせましたので、そこで大体 6,200万円の減額、そのほか各学校の計画的に更新して

います回転釜、こちらを 4,100万円ぐらい予定しておりましたものができなくなった

ということ、あと細かいところでは、消毒保管庫だったり食器洗浄機というところ

で合わせて 3,500万円ぐらいの事業費が執行できなかったということになります。以

上です。  

〇委員長  ここでちょっと休憩に入ります。  

              午後  ４時２７分休憩  

                  〇            

              午後  ４時３３分開議  

〇委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。  

 質疑があれば、これを許します。  

〇小川  議案説明資料の歳出のところで、キのところなんですけど、母子父子寡婦

福祉資金貸付事業特別会計の財源変更に伴い増額と。1,450万とありますけど、財源
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変更の根拠についてお聞かせください。  

〇こども福祉課長  一般会計のほうの予算は財政課の支出ということになっている

んですが、特別会計はこども福祉課で所管しておりますので、お答えさせていただ

きます。今回の財源の組替えなんですけれども、国の基準に従いまして、当会計で

生じる繰越金というものは、当該会計の中での貸付金の財源として充当するという

ことがルールとして決まっておりまして、令和２年度予算につきましてはそこの部

分の繰越金の財源を事務費のほうに充当していたことが分かりましたので、その財

源の充当方法を改めさせていただいたということになります。以上です。  

〇矢澤  それでは、１点お願いします。歳出のク、高柳中学校空調設備更新事業な

んですけれども、これ今回は高柳中なんですけども、エアコンの更新計画というの

はどうなっているのか、それをお示しください。  

〇学校施設課長  高柳中学校は、旧沼南町の中学校、４校あるうちの１校なんです

けれども、その４校については今計画的に空調の更新事業を進めております。もう

二十数年たっているものですから、順次です。今年度で大津中を既に完了しており

ます。今年度手賀中を完了しております。来年度は高柳中の予定でおります。再来

年度風早中に着手して、旧沼南の４校の空調の更新を終了する予定でおります。以

上です。  

〇委員長  ほかにありませんか。   なければ、これより順次採決いたします。  

                              

〇委員長  まず、議案第 23号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり承認するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 23号は原案のとおり承認すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 24号、当委員会所管分について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 24号、当委員会所管分は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。  

                              

〇委員長  次に、議案第 26号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 26号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 28号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  
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 よって、議案第 28号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  以上で第２区分の審査を終了します。  

 次に、第３区分の審査に入りますが、関係しない執行部の方は退席されて結構で

す。御苦労さまでした。あわせて、関係する各課で入室していない方は入室をお願

いします。  

                              

〇委員長  それでは次に、議案第３区分、議案第４号、柏市児童センター条例の一

部を改正する条例の制定について、議案第５号、柏市放課後児童健全育成事業設備

運営基準条例の一部を改正する条例の制定について、議案第６号、障害者の日常生

活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害福祉サービスの事

業等の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例の制定について、議案第７号、柏市地域型保育事業設備運

営基準条例の一部を改正する条例の制定について、議案第８号、指定居宅サービス

等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令等の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について、議案第９号、柏市介護保険条例の

一部を改正する条例の制定について、議案第 10号、柏市保健衛生手数料条例の一部

を改正する条例の制定についての７議案を一括して議題といたします。  

 本７議案について質疑があれば、これを許します。  

〇山下  第５号についてお尋ねいたします。この研修を実施できるということなん

ですけれども、現在柏市から年に何人ぐらいの方が研修を受けられているのでしょ

うか。  

〇学童保育課長  今年度は、 28名柏市から受講しております。以上です。  

〇山下  また、この研修というのは柏市の人だけなのか、あるいは近隣の方々も参

加できるものなのか、いかがでしょうか。  

〇学童保育課長  現在県で行っている研修につきましては、市内、市外の方、受講

することができます。今回条例を改正して、柏市が実施した場合についても、これ

は自治体によって市内を限定にしている場合と、それから市外の方も受講可として

いる自治体がございます。以上でございます。  

〇山下  柏市で実施されるということになれば、交通の便というんでしょうか、そ

ういった利便性についてもいいと思うんですけれども、何より柏市で勤められる柏

市の子供たちの状況であったり、柏市の教育などとの関係性とか、そういったもの

をうまくつくっていただきたいと思うんですが、何かお考えはおありでしょうか。  

〇学童保育課長  今 回のこの放課後児童 支援員となるための 研修なんですけれど

も、国のほうで認定資格研修のガイドラインが定められております。その中で、研

修項目であったり研修の科目、時間数などが示されておりまして、それに基づいた

研修の内容になろうかと考えております。以上です。  

〇山下  一般的には、そのようなお答えのとおりかとは思うんですけれども、せっ
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かくこのような機会に、柏市の教育であったり、柏市の政策であったり、柏市の地

域や社会事情をしっかりと踏まえた研修内容であったり、研修会の実施というのを

求めたいと思うのですが、そういったものを検討してもらうことはできないでしょ

うか。  

〇学童保育課長  今現在県のほうで柏市内でも研修を実施しておりますので、そう

いった中で今後柏市の研修の実施に当たっては県と協議しながら進めてまいります

ので、その中で検討を進めてまいりたいと考えております。以上です。  

〇山下  最後に、この説明のときにお聞きしました、本市の放課後児童健全育成事

業所において放課後児童支援として就労できるようにすることで、放課後児童支援

員の確保につながることが期待できますというふうな御説明をいただいたんですけ

れども、もう少し具体的にはどのようなことでしょうか。  

〇学童保育課長  例えばですが、柏市以外の政令都市、それから中核市で研修を受

けた方が仮に柏市のこどもルームで勤務しようとした場合に、現行では改めて県知

事の研修を受けていただく形になります。今回条例改正をさせていただくに当たっ

て、そのまま支援員として勤務していただくことが可能となります。以上でござい

ます。  

〇山下  この条例の制定について、改正することでどのようなことを期待されてい

ますか。どのような形になると考えられていますか。  

〇学童保育課長  先ほど申し上げましたとおり、柏市で支援員として勤務していた

だくということで、裾野が広がると考えております。それから、実施に当たっては

柏市のほうで日時であったり場所であったりということで決めることが可能になり

ますので、そういったところで柔軟な対応が可能になると考えております。以上で

す。  

〇阿比留  議案９号について伺います。公平な負担とはどうあるべきかという視点

で伺います。まず、８段階以上のみ増額する理由をお願いします。  

〇高齢者支援課長  今回介護保険料を改定するに当たりまして、様々な分析を行い

ました。この中で、柏市の介護保険料については、国の保険料段階、９段階に対し

18段階まで設けることで、所得の低い方の負担を軽減する形を取っております。こ

の考えでずっと来たんですけれども、この中でも特に所得が大体年収が 300万円前後

と見込まれる第８段階以降の方、第８段階から第 11段階の方、現役に近い、あるい

は現役並みの収入を得ていらっしゃる方々もこの軽減の傾向がございまして、国と

の基準額との差が大きくなってございます。ここを是正しないと、介護保険料全体

が基準額そのものが高い水準となってしまうことが分析する中で明らかとなったこ

とから、今回保険料を幾らか増額しなきゃならないんですが、その部分については

まずこの国との差が大きくなっているところを是正させていただこうと考えて、こ

こにまず上げさせていただくこととしました。ただ、この方々、第８段階から第 11段

階だけでは十分ではない部分がございまして、この部分を第８段階以上、第 12段階

から第 18段階の方々も含めて御負担いただく形とさせていただきました。以上です。 
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〇阿比留  今課長から所得の低い方の負担を減らすためにという答弁がありました

けども、それは国基準から下げていいという理由になるんでしょうか。  

〇高齢者支援課長  国が示しているのはあくまでも基準でございまして、それぞれ

の自治体で裁量がございますが、柏市の場合、段階が比較的多く、国と同じ９段階

の自治体もございますけれども、18段階と割と多い段階の区分けとなっております。

この中で比較的所得の低い方に対して、上の方の区分を増やすことで低減を図ると

いうことをこれまで進めてきた傾向がございましたが、やはりそれがかえって保険

料全体の下げ止まりというんでしょうか、そこの影響があることが今回分析の中で

改めて確認できましたので、今後につきましては、負担の公平ということももちろ

ん念頭に置きながら、介護保険料の負担割合については適正に国基準になるべく近

づけるような形でというふうに考えております。以上です。  

〇阿比留  では、その方向性は理解しました。  

 次に、細かいところですが、６、７段階は今回値上げした８段階に比較してもと

もと国基準よりも差が大きかったんですが、ここを上げずにどうして８段階以降だ

け上げたんでしょうか。  

〇高齢者支援課長  こちらも国基準との差で言えば、確かに６、７段階も大きくな

ってございます。この考え方として、まずは公平の観点からすると反する部分はあ

ろうかと思いますけれども、今回に関しては、６、７段階の方々は比較的年収にし

ますと実際には多くない百数十万円から 200万円台ぐらいの方々が多いところでご

ざいますので、ここについては、本来全体に少しずつ御負担いただくのが公平性と

いう意味では正しい判断かとは思うんですけれども、今回に関しては比較的所得の

現役並みであって、かつ国との差が大きいところというところで８段階からとさせ

ていただきました。以上です。  

〇阿比留  そうすると、６、７段階の国基準というのは、客観的に考えてちょっと

多過ぎて正しくないという理解なんでしょうか。  

〇高齢者支援課長  正しくないかどうかということではなくて、柏市はこれまでそ

のような傾向で、 11段階までを比較的国より低い水準としてきたというところでご

ざいました。ただ、介護保険の会計全体のことを考えますと、どんどん上がってい

く、利用者が増えていけば、給付費も増えて、保険料も上がるということが傾向と

してございますので、この中でやはりその公平な負担ということはしっかり考えて

いかなければならないというふうに認識しております。以上です。  

〇阿比留  最後に、 12段階以上の方は国基準より多くなっていて、今回もさらに多

く負担することになっているんですが、これはどこまでが公平だというふうに考え

ておられますか。  

〇高齢者支援課長  公平というところの考え方で、社会保障費全般に言えることか

と思うんですが、公平な負担であることと、あとは応能負担、その方の収入に応じ

た負担という２つの考え方があろうかと思います。この中で、正しいこれが正解と

いうものがあるわけで、恐らく様々な考え方があるかと思うんです。柏市としても
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12段階以上の方々の上限がどこまでというところを今数字として考えを持っている

わけではないんですが、ただそれでもやはり被保険者の方々に理解いただけなけれ

ば成り立たないことでございますので、御理解をいただける範囲、なおかつ介護保

険財政をしっかり維持できて、公平性がこのぐらいであれば公平であろうというと

ころが担保できるような金額ということをこれからも模索していかなければならな

いと考えております。以上です。  

〇阿比留  応能負担ということですので、国基準が神様みたいに正しいとは言いま

せんけれども、国から示されている額というのはある程度基準とすべきではないか

と私は考えていて、それに大きく逸脱する考え方というのは正しいのかどうかはし

っかり検討していただきたいと思います。以上です。  

〇鈴木  議案４号に関してお伺いします。移転後の面積 983平米で、現在は 1.8倍に

広さがなりますが、実質的にはどうなのか、お願いいたします。  

〇子育て支援課長  延べ床面積には大きい開きがあるのですが、実際にはこちらの

地域は建築基準法上、用途区域による建築物の用途制限というのがございまして、

児童センターに関しては 600平米以下しか使えないこととなっておりますので、この

建物の一部を利用するという形になっております。以上です。  

〇鈴木  では、 983から 600平米に減るということなんでしょうか。  

〇子育て支援課長  こちらの移転先の施設、今現状 983平米でございますが……  

〇鈴木  現行が 983か。失礼いたしました。移転前は 535だから、増えているんです

ね。失礼いたしました。この移転に伴って、リニューアルということはやられたん

でしょうか。  

〇子育て支援課長  こちらは、現在使っている児童センターの老朽化に伴う移転で

ございまして、利用者の安全を確保するために移転するもので、ほかのところのリ

ノベーションのような性質のものとは違うのですけれども、利用者が安全に使える

ようにトイレの改修工事等を今年度行ってございます。以上です。  

〇鈴木  ありがとうございます。利用者、子供たちの意見とか要望だとかというの

は聞きましたでしょうか。  

〇子育て支援課長  今回の移転は、先ほど申しましたとおり、あくまで安全対策の

ためのものでございまして、もともとが旧保育園ですので、子供のための施設から

また子供のための施設ということで、特段今回はお子さんについて意見は聞いてお

りません。ただ、今後公共施設等の総合管理計画というものがございまして、そち

らで今後将来的に 10年から 15年以内の間に豊四季台地域についてはほかの公共施設

等も含めた再編の再検討をする予定となってございますので、その際には必ず意見

を聞きたいと考えております。以上でございます。  

〇鈴木  ありがとうございます。  

 では、議案第５号、先ほど山下委員からもありましたが、年何回、何人ぐらいを

予定しているのか、場所はどの辺を予定しているのか、お示しください。  

〇学童保育課長  現在、千葉県のほうでも今年度、研修を実施している状況がござ
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います。具体の実施に当たっては、これから県のほうと協議しながら検討してまい

りたいと考えております。以上です。  

〇武藤  議案第４号なんですが、柏市児童センター条例の一部を改正する条例の制

定なんですけれども、今回豊四季台児童センターを旧豊四季乳児保育園に移転する

ものですが、駐車場の確保は乳児保育園と同じ台数確保できているんでしょうか。  

〇子育て支援課長  駐車場につきましては、同じ台数を確保する予定でございまし

たが、先日地主さんから申出がございまして、御自身が１台分利用したいというこ

とで１台分減になりますが、引き続き車でもお越しになれるよう駐車場は借用する

予定となっております。以上です。  

〇武藤  １階と２階があると思うんですけれども、全階利用できるんでしょうか。  

〇子育て支援課長  主な利用につきましては、２階を考えてございます。と申しま

すのも、２階にはもともとプレイルームといいまして、広く子供たちが走り回れる

ようなスペースの部屋がございますので、そちらを活用したいと考えております。

以上です。  

〇武藤  １階の利用については、どのように考えていますか。  

〇子育て支援課長  １階につきましては、現在は保育園と、あと子育て支援課の児

童センター関係の荷物を置いてございますが、今後ほかの部署で利用したいという

ものがあれば検討が必要と考えておりますが、現在は未定となっております。以上

です。  

〇武藤  １階の利用についても、できれば地域の方が利用できるような形で考えて

いただければと思います。  

 議案第５号です。先ほども議論がありましたので、何点か伺います。柏市がこの

研修を行うということで、県の研修と重複するようなことはないですか。  

〇学童保育課長  ただいま委員おっしゃったとおり、重複する可能性はございます。

以上です。  

〇武藤  では、県と柏市が同じ年度内に研修を行うということは考えられるんです

か。  

〇学童保育課長  そのようなことがないように、事前に県とも調整しながら、実施

に当たっては検討してまいりたいと考えております。以上です。  

〇武藤  柏市が研修を行った場合は、今までの費用とかはどうなりますか。  

〇学童保育課長  研修の費用については、柏市が実施した場合は柏市の負担になり

ます。以上です。  

〇武藤  その県との協議の中で、柏市が県が今までやっていた研修を全部引き受け

るというようなことはありますか。  

〇学童保育課長  現在のところ、県に確認したところなんですが、来年度も今年度

と同規模の研修を予定しているというところまでは確認をしております。以上です。 

〇武藤  それは、県がやる研修を確認しているということですか。  

〇学童保育課長  そのとおりです。  
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〇武藤  研修を受ける場合の指導員の交通費や時給の補償はされますか。  

〇学童保育課長  今回のこの研修については、保育を行う上で大変重要な業務の一

つと考えておりますので、賃金のほうは支給する形、あるいは旅費のほう、交通費

も支給する形で考えております。以上です。  

〇武藤  次に、議案第９号なんですが、柏市介護保険条例の一部を改正する条例の

制定についてなんですが、第８期の保険料額を改正するもので、先ほどから議論が

ありましたけれども、基準額は据置き、第８段階から引上げになるということなん

ですけど、所得 150万という方は所得が高いと考えるんでしょうか。  

〇高齢者支援課長  所得 150万円以上 210万円未満ということなんですが、実際この

８段階に属する方々、実際これ所得なので、税金の控除後の金額となっております。

年収、実際の収入で見ますと、大体 300万円前後ぐらいの方々がこの第８段階に属し

ていらっしゃる方々の収入でございます。以上です。  

〇武藤  年収 300万といっても、やはり生活していくには大変だと思うんです。所得

って考えて、このように今まで段階的に所得段階を設けていたわけなので、この介

護保険の第１段階から非課税の方にも、第５段階までは本人が非課税であっても保

険料がかかるという、本当にこれ高齢者にとっては大変重い制度になっていると思

うんです。介護保険制度が導入されてもう 20年になるんですけれども、高い保険料

を払いながら介護保険制度はよくなっているでしょうか。利用料も１割から２割、

３割と負担増になって、昨年のコロナの影響で受けてもいないサービス料を上乗せ

する特例加算なども行われました。介護利用料の限度額も引き上げられています。

こんな状況で年金の引下げが行われる。その第８期の介護保険料額の引上げなど認

められないと思います。以上です。  

〇矢澤  それでは、議案第 10号、柏市保健衛生手数料条例の問題で質問します。こ

れは、平成 30年の食品衛生法改正に基づいて行われる。正式に実施されるのが今度

の６月というふうなことかな。そういうところでこの手数料条例が出てきたんだと

思うんですけれども、この２年間猶予があったんですが、食品衛生法が変わったよ

というふうなこと、このことについて市内の業者への周知というのはどのように行

われてきたんでしょうか。  

〇生活衛生課長  この啓発につきましては、啓発のパンフレットの作成、その講習

会等の配布、またホームページでの周知等を行っております。また、業界団体であ

ります食品衛生協会のほうの協力を得て事業者への周知も行っているところです。

以上です。  

〇矢澤  そういう中で、今回の改正というのは全ての食品等事業者にＨＡＣＣＰの

導入を求めているというふうなことだと思うんです。中小企業者というのは、完全

にこれをやろうとしたら結構負担があったと思うんですけども、市内の業者のＨＡ

ＣＣＰの導入状況というのはどのようにつかんでおりますか。  

〇生活衛生課長  全体のＨＡＣＣＰの導入状況につきましては、ちょっとまだ把握

をできていない状況です。以上です。  
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〇矢澤  ぜひ状況をつかんでいただきたいと思うんですけども、これが義務化され

ることによって、このＨＡＣＣＰの導入と市が保健所の監視指導の対象になるとい

うふうになると思うんです。現実にこのＨＡＣＣＰの導入後、この監視業務に精通

している監視員というのはいらっしゃるんでしょうか。  

〇生活衛生課長  現在食品衛生監視員のほうがおりまして、そのものにつきまして

は精通のほうをしております。以上です。  

〇矢澤  職員の研修とか事業者研修なんていうのは行われているんでしょうか。  

〇生活衛生課長  職員の研修につきましては、県のほうの研修と国のほうの研修の

ほうを受けております。以上です。  

〇矢澤  事業者の学習とか、そういうのというのは別に市でやらないのかな。  

〇生活衛生課長  事業者につきましては、いわゆるＡ基準といいまして、高度なＨ

ＡＣＣＰを求められる業者に対する研修、これにつきましては県を中心に実施して

おりまして、さらにＢ基準といいまして、それより小規模な事業者に対する研修に

つきましては市のほうでも今年度実施をしているところです。以上です。  

〇矢澤  分かりました。実際これをやって、今それでなくてもコロナで大変なんだ

けども、今後保健所の負担というのは、そういう言い方をしていいのかどうか分か

らないけども、業務を含めて保健所の負担というのはどうなると考えていますか。  

〇生活衛生課長  こういったかなり監視の範囲も広がりますし、ＨＡＣＣＰの導入

という指導も加わってきますので、負担のほうは増えていくと考えております。  

〇矢澤  改めて、先ほども言いましたけども、保健所の体制をしっかりつくってい

かなければいけないなというふうに思います。  

 それからあと、手数料は人件費とか事務に係る固定費というふうになっています

けれども、これ他の保健所管内というか、保健所等でも、この金額については同じ

でしょうか。それとも違うんでしょうか。  

〇生活衛生課長  千葉県内で申し上げますと、千葉市、船橋市、柏市以外は県の保

健所が直轄して行っておりますが、その県の手数料につきましては柏市と同額とな

っております。他の市につきましては、現在審議中と聞いております。以上です。  

〇矢澤  では、県と柏市は同じだというふうなことです。分かりました。あと、食

中毒など広域化する事業というか、それへの対応として広域連携協議会というのが

あると思うんですけども、この広域連携協議会、具体的にはこれまで開かれたとか

予定して開かれているのか、それとも開かれていないのか、その辺はどうなってい

ますか。  

〇生活衛生課長  これは、広域な食中毒が発生した場合に伴いまして開かれるもの

でして、現在のところまだ開催はされておりません。以上です。  

〇委員長  ほかに質疑はありませんか。   なければ、質疑を終結いたします。  

 これより順次採決いたします。  

                              

〇委員長  まず、議案第４号について採決いたします。  
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 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第４号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第５号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第５号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第６号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第６号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第７号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第７号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第８号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第８号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第９号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手多数であります。  

 よって、議案第９号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 10号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 10号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  以上で第３区分の審査を終了します。  

 次に、第４区分の審査に入りますが、関係しない執行部の方は退席されて結構で

す。大変御苦労さまでした。あわせて、関係する各課で入室していない方は入室を

お願いします。  



- 54 - 

 

                              

〇委員長  次に、議案第４区分、議案第 13号、指定管理者の指定について（障害福

祉サービス事業所）、議案第 17号、財産の取得について（柏市立田中小学校給食用

備品）、議案第 18号、財産の取得について（柏市立柏の葉小学校給食用備品）の３

議案を一括して議題といたします。  

 本３議案について質疑があれば、これを許します。  

〇武藤  議案第 13号、指定管理者の指定についてです。この条例は、青和園を平成

23年度から２期 10年間指定管理者として運営している桐友学園に、令和４年４月か

ら民営化へ移行するまでの間、準備期間として１年間指定管理体制を継続するもの

です。なぜ指定管理から民営化にするのか、指定管理と民営化の違いは何ですか。  

〇次長兼障害福祉課長  まず、なぜ民営化にするかということなんですが、一番の

理由は利用者や家族の会からの強い要望があるということでございます。あと、継

続性ということで、知的障害の人は環境の変化を極端に苦手としておりますので、

指定管理だと５年とかそういう期間で、どこになるか分からない場合とかがあるん

ですが、民営化ということになれば、運営法人の固定化ということで、安定的なそ

ういった支援ができるということで環境の変化を最小限に抑えられるということ、

あと３点目として、老朽化対策ということで、青和園のほうがかなり老朽化してい

ますので、その対策をする中で、市が直接建設すると国の補助は一切出ないんです

が、民営化後に市の補助というような形もできますので、そういった形も含めて民

営化の方向で、健康福祉分科会のほうでもそういったことで答申を受けたものでご

ざいます。以上です。  

〇武藤  同じような施設で朋生園というところもあるんですが、朋生園も民営化に

するんでしょうか。  

〇次長兼障害福祉課長  朋生園については今回また５年間指定管理ということで、

まだ老朽化の問題も、 61年の建設ですので、ございませんので、まず今後の状況、

家族とか利用者の要望等があった場合はまた検討していきたいと考えております。

以上です。  

〇武藤  柏市は直営で行っていた事業を指定管理委託し、民営化を進めています。

経費節減、サービス向上を理由にしていますが、市の責任はどうなのでしょうか。

現場で働く職員がいなくなり、利用者の声が届かなくなるのではないでしょうか。

どうですか。  

〇次長兼障害福祉課長  民営化した場合も、中核市ということで、市は実地指導、

そういった権限がございますので、そういった中で適切な指導をすることもできま

すし、また民営化に当たっては、青和園が指定管理になったときも含めて何らかの

形で後方援助していきたいと考えております。以上です。  

〇武藤  民営化すれば運営事業者が固定化するというようなことを言われましたけ

れども、民営化しても事業者が突然替わってしまうというようなことがあるんじゃ

ないでしょうか。また、その方針が変わるということもあるんじゃないですか。  
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〇次長兼障害福祉課長  民営化に当たって当然そういった懸念がございますので、

そういった法人の将来性とかそういった部分も、この１年間の中でそういう部分も

調べていく中で、少なくとも有力となっている桐友学園については、公認会計士と

かの財務分析の中で長期の安定的な支援が担保されるということで、そういった回

答を得ているところでございます。以上です。  

〇武藤  事故が起きたときなど、民営化になった場合に隠蔽されるなど、そのよう

なことが起きる場合があるのではないかということが心配されます。今の事業者が

よくやってくれているからと、保護者からの要望であったとしても、未来永劫に変

わらないというような保証はありません。直営で行っていれば、職員は市民の奉仕

者として働かなくてはなりません。事故があっても市民に明らかに説明責任を果た

さなければならないということになっています。民営化は、市の責任放棄だと思い

ます。民営化の準備のための議案には反対です。以上です。  

〇委員長  ここで５分間休憩いたします。  

              午後  ５時１６分休憩  

                  〇            

              午後  ５時２１分開議  

〇委員長  休憩前に引き続き会議を開きます。  

 質疑はありませんか。  

〇鈴木  では、議案 17号、田中小学校給食用備品の取得に関してお伺いします。１

点目、田中小の児童数は 881名ではないかと思いますが、何食まで提供できるスペッ

クで今考えていますでしょうか。  

〇学校保健課長  今回想定としましては 1,500食を予定しております。以上です。  

〇鈴木  オーバースペックのように感じるんですが、それはなぜでしょうか。  

〇学校保健課長  調理場の面積としましては、今後想定される最大の規模で造って

おります。といいますのも、一回小さく造ってしまうと、これまでの調理場もそう

なんですけれども、拡張するということがなかなか難しいものですから、今想定で

きる最大のものということで考えております。以上です。  

〇鈴木  では、耐用年数はどれぐらいになるんでしょうか。  

〇学校施設課長  建物につきましては、新築してから 20年、 40年、 60年の刻みで大

規模な改修をして、最終的には 80年以上使うということで考えております。その間

には、 40年目に長寿命化工事を行うということで考えております。以上です。  

〇鈴木  備品のほうの耐用年数は。  

〇学校保健課長  備品の耐用年数は大体 20年です。実際には、機器としては 15年程

度だと思うんですけれども、これまでの実績を見ますと、 15年ですけど、大体 20年

近く使うことになるかなというふうに考えております。以上です。  

〇鈴木  ありがとうございます。では、入札の結果なんですが、過去の落札の状況

とかお分かりになりますでしょうか。  

〇学校教育部理事  過去これまで５年ぐらいやっておりますけれども、ほぼ同じ１
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者が取っている状況でございます。以上でございます。  

〇鈴木  どこですか。今回のところですか。  

〇学校教育部理事  今回取ったところは違うところでございます。  

〇鈴木  今回は、建物を新築して、そこに新しく給食室を造るということだと思う

んですが、これまで使用していた備品はどうなるんでしょうか。  

〇学校保健課長  今回整備します田中小学校につきましては、新築で施設を整備し

ますので、今まで古いほうにあったものにつきましては、基本的には古いものは処

分しますし、これまでもそうなんですけど、使えるものについてはほかの学校に転

用するということもやっております。以上です。  

〇鈴木  使えるものはほかの学校に提供するということで、有効利用はちゃんとし

ますよということですね。分かりました。  

 では、第 18号、柏の葉小学校給食備品の取得に関してお伺いします。こちらのほ

うの児童数は 1,016名ぐらいですか。何食までこちらは提供できるスペックでしょう

か。  

〇学校保健課長  こちらも児童数の今後の見込みを想定しまして、1,500食で想定し

ております。以上です。  

〇鈴木  柏の葉小学校は、今も給食室があるんですかね。中学校と 共同ですよね。

それはどのようにする予定でしょうか。  

〇学校保健課長  今回整備します新しい給食室を小学校専用にしまして、今現在小

中で使っています給食室のほうを中学校専用ということにいたします。以上です。  

〇鈴木  今までのほうを中学校専用にするということで、そっちはスペック的には

何食ですか。  

〇学校保健課長  大体 1,200から最大でフル稼働して 1,700ぐらいまでの想定で造っ

てあったと思います。以上です。  

〇委員長  ほかに質疑ありませんか。   これより採決いたします。  

                              

〇委員長  まず、議案第 13号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手多数であります。  

 よって、議案第 13号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 17号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  

 挙手全員であります。  

 よって、議案第 17号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  次に、議案第 18号について採決いたします。  

 本案を原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を求めます。  
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 挙手全員であります。  

 よって、議案第 18号は原案のとおり可決すべきものと決しました。  

                              

〇委員長  以上で議案の審査を終了いたします。  

 執行部の皆様、退席されて結構です。大変御苦労さまでした。  

                              

〇委員長  次に、閉会中の所管に関する事務調査の件を議題といたします。  

 調査項目を事務局に朗読いたさせます。  

             〔事務局朗読〕  

〇委員長  お諮りいたします。  

 ただいま朗読の項目を閉会中の事務調査項目と決するに御異議ありませんか。  

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

〇委員長  御異議なしと認めます。よって、さよう決しました。  

                              

〇委員長  次に、閉会中における委員会の所管事務調査の実施についてを議題とい

たします。  

 お諮りいたします。定例会と定例会の間に執行部から事務の執行状況の説明を受

けるための委員会の日程、調査事項等につきましては、正副委員長に一任願いたい

と思います。これに御異議ありませんか。  

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

〇委員長  御異議なしと認めます。よって、さよう決しました。  

                              

〇委員長  次に、閉会中の委員派遣の件を議題といたします。  

 閉会中の審査及び調査案件の調査のため委員派遣を行う必要が生じました場合、

議長に対し委員派遣承認要求を行うこととし、派遣委員、日時、場所、目的及び経

費等の手続につきましては委員長に御一任願いたいと思います。これに御異議あり

ませんか。  

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

〇委員長  御異議なしと認めます。よって、さよう決しました。  

                              

〇委員長  ここで、委員会行政視察についてでありますが、本来でしたら６月定例

会までの間に委員会の視察を行うところですが、３月 12日の議会運営委員会におい

て、新型コロナウイルス感染拡大防止の一環として、春の委員会視察は延期とする

ことを決定いたしましたので、委員会視察が行えるようになった段階で改めて協議

いたします。  

 なお、オンラインによる視察は可能となっておりますので、実施については正副

委員長に御一任願いたいと思います。これに御異議ありませんか。  

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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〇委員長  御異議なしと認めます。よって、さよう決しました。  

                              

〇委員長  以上で本日の教育民生委員会を閉会いたします。  

              午後  ５時３１分閉会  


